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　古
代
の
鍍
金
と
内
匠
式　
金
・
水
銀
の
分
量
比
を
め
ぐ
っ
て
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は
し
が
き

❶
内
匠
式
11
年
料
屏
風
条
に
み
る
鍍
金

❷
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
に
お
け
る
金
と
水
銀
の
分
量
比

❸
鍍
金
と『
延
喜
式
』

結
び
に
か
え
て

古
代
の
代
表
的
な
金
属
加
飾
技
法
で
あ
る
鍍
金
は
、
水
銀
と
金
を
混
和
し
て
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作

り
、
こ
れ
を
銅
製
品
な
ど
の
表
面
に
塗
り
、
加
熱
し
て
水
銀
を
蒸
発
さ
せ
、
研
磨
し
て
仕
上
げ
る
も

の
で
あ
る
。
本
稿
は
、『
延
喜
式
』
巻
十
七
（
内
匠
寮
）
の
鍍
金
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
近
世
の

文
献
や
金
属
工
学
で
の
実
験
成
果
、
ま
た
錺
金
具
製
作
工
房
で
の
調
査
を
踏
ま
え
、
金
と
水
銀
の
分

量
比
や
工
程
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
。

古
代
の
鍍
金
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』
を
代
表
的
な
研
究
と
し
て
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
と
す
る
考
古
資
料
の
み
な
ら
ず
、
文
献
史
料
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
、

奈
良
時
代
の
帳
簿
か
ら
み
え
る
鍍
金
と
内
匠
式
の
規
定
を
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
内
匠
式
に
お
け
る
金
と
水
銀
の
分
量
比
を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
快
な
解
釈
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
氏
の
理
解
を
阻
ん
で
い
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
史
料
が
鍍
金
の
材
料
を
金
と
水
銀
で
表
す
の
に

対
し
、
内
匠
式
が
「
滅
金
」
と
水
銀
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。「
滅
金
」
が
何
を
指
し
、
水
銀

［
論
文
要
旨
］

の
用
途
は
何
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
な
に
ゆ
え
こ
う
し
た
規
定
と
な
っ
て
い
る
の
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

内
匠
式
で
は
「
滅
金
」
は
金
と
水
銀
を
混
和
し
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
指
し
、
そ
の
分
量
比
は
一
対

三
と
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に
続
く
水
銀
は
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
と
し
て
梅
酢

な
ど
で
器
物
を
清
浄
に
す
る
際
に
混
ぜ
、
ま
た
対
象
や
部
位
に
よ
り
ア
マ
ル
ガ
ム
の
濃
度
を
調
節
す

る
の
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、
式
が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
解
し
た
。
鍍
金
の
料
物
を
挙
げ
る
内
匠
式

の
多
く
の
条
文
で
は
、
水
銀
が
滅
金
の
半
分
の
量
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
に
金
と
水
銀
が
一
対
五
の

分
量
比
と
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
量
比
は
、
奈
良
時
代
の
寺
院
造
営
や
東
大
寺
大
仏

の
鍍
金
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
滅
金
と
水
銀
に
よ
る
料
物
規
定
は
内
匠
式
特

有
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
作
業
工
程
に
即
し
て
式
文
を
定
立
し
た
こ
と
に
よ
る
と
評
価
で
き
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

延
喜
式
、
内
匠
寮
、
鍍
金
、
料
物
、
滅
金
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様
は
書
か
ず
、
料
物
が
列
挙
さ
れ
る
。
鍍
金
の
料
物
は
「
滅
金
」
と
水
銀
で
あ
り
、

11
条
の
「
年
料
屏
風
」
か
ら
32
条
の
「
四
尺
屏
風
」
ま
で
、
実
に
二
一
も
の
製
品
の

料
物
と
し
て
見
え
る
（
3
（

。
大
半
が
木
材
を
黒
漆
で
塗
り
、
鍍
金
を
施
し
た
飾
り
金
具
を

つ
け
る
調
度
品
や
乗
り
物
で
あ
る
。

内
匠
式
に
料
物
が
見
え
る
古
代
の
鍍
金
は
、
水
銀
と
金
の
粒
子
を
混
和
し
て
金
ア

マ
ル
ガ
ム
を
作
り
、
こ
れ
を
銅
の
表
面
な
ど
に
塗
り
、
加
熱
し
て
水
銀
を
蒸
発
さ
せ
、

研
磨
し
て
仕
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
小
林
行
雄
氏
は
奈
良
時
代
の
寺
院
造
営
に
際
し

て
作
成
さ
れ
た
帳
簿
か
ら
鍍
金
に
関
す
る
記
載
を
丁
寧
に
辿
り
、
こ
れ
を
内
匠
式
の

規
定
と
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
金
と

水
銀
の
分
量
比
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
帳
簿
類
で
は
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
た
め

の
練
金
と
水
銀
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
が
示
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
分
量
比
で
混
和
し
て
い

る
の
か
が
明
快
で
あ
る
。
一
方
、
内
匠
式
で
は
練
金
と
記
さ
ず
に
、「
滅
金
」
と
水

銀
の
分
量
で
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
滅
金
」
が
何
を
指
す
の
か
、
ま
た
滅
金
と
は

別
に
計
上
さ
れ
る
水
銀
の
用
途
が
何
で
あ
る
の
か
、
小
林
氏
は
解
釈
を
す
る
上
で
の

課
題
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
、
断
案
を
下
す
こ
と
は
控
え
て
い
る
（
（
（

。

『
延
喜
式
』
に
対
す
る
小
林
氏
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
文
献
史
学
の
側
か
ら
み
て
も
水

準
が
高
く
、
示
さ
れ
た
課
題
の
持
つ
意
味
も
ま
た
大
き
い
。
内
匠
式
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
可
能
な
限
り
読
み
解
き
、
氏
の
示
し
た
課
題
に
応
え
る
こ
と
は
、
古
代
の
技

術
史
や
工
芸
史
に
資
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
多
分
野
協
働
を
掲
げ
る
本
共
同
研
究

で
は
、
現
在
も
伝
統
技
法
と
し
て
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
た
鍍
金
を
行
っ
て
い
る
工

房
で
の
聞
き
取
り
調
査
も
実
施
し
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
鍍
金
に
関
す
る
技
術
史

的
見
地
か
ら
の
調
査
も
踏
ま
え
て
内
匠
式
の
規
定
に
つ
い
て
考
察
し
、
右
の
課
題
に

迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

は
し
が
き

古
代
日
本
の
律
令
国
家
は
、
製
造
や
加
工
を
担
う
現
業
部
門
を
官
制
に
組
み
込
ん

で
い
た
。
そ
う
し
た
官
司
で
は
、
技
術
を
有
す
る
官
人
な
ど
の
技
術
労
働
力
を
編
成

す
る
と
と
も
に
、
官
司
機
構
な
ど
を
通
じ
て
原
材
料
を
調
達
し
、
製
造
・
加
工
を
恒

常
的
に
行
っ
て
い
た
。
大
宝
令
・
養
老
令
の
官
制
で
は
、
た
と
え
ば
典
鋳
司
や
鍛
冶

司
の
よ
う
な
職
掌
を
冠
す
る
官
司
が
多
く
置
か
れ
て
い
た
が
、
延
暦
～
大
同
期
を
中

心
に
実
施
さ
れ
た
官
司
の
統
廃
合
を
通
じ
て
、
中
務
省
の
も
と
に
集
約
す
る
か
た
ち

で
手
工
業
生
産
官
司
は
再
編
さ
れ
る
（
1
（

。
中
務
省
被
管
で
あ
っ
た
内
匠
寮
も
こ
の
時
期

に
再
編
強
化
さ
れ
た
官
司
の
一
つ
で
あ
り
、
天
皇
周
辺
の
調
度
品
を
は
じ
め
各
種
製

品
の
製
造
・
加
工
を
担
っ
た
。

内
匠
寮
が
行
う
製
造
・
加
工
の
具
体
的
な
内
容
は
、『
延
喜
式
』
に
詳
し
い
。『
延

喜
式
』
巻
十
七
の
内
匠
式
は
、
供
御
の
食
器
、
調
度
品
、
武
器
、
乗
り
物
、
伊
勢
・

賀
茂
両
斎
王
が
用
い
る
品
々
な
ど
、
個
々
の
製
品
ご
と
に
、
製
造
・
加
工
に
要
す
る

材
料
（
料
物
）
と
標
準
作
業
量
（
功
程
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
内
匠
式
の
多
く
の

部
分
は
、
こ
の
料
物
と
功
程
に
関
す
る
規
定
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
各
種
の
製
造
・

加
工
に
ど
の
よ
う
な
原
材
料
が
用
い
ら
れ
、
い
か
な
る
工
程
を
も
っ
て
実
現
し
て
い

る
か
、
あ
る
程
度
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

れ
ま
で
も
考
古
学
、
美
術
史
、
有
職
故
実
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
古
代
の
技
法
や
工

程
を
知
り
う
る
恰
好
の
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
は
、

小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』『
続
古
代
の
技
術
』
で
あ
ろ
う
（
2
（

。

内
匠
式
で
も
特
に
多
く
の
条
文
に
見
え
る
技
法
は
、
漆
塗
り
と
鍍
金
で
あ
る
。
鍍

金
は
、
水
銀
を
使
用
し
て
お
も
に
銅
製
品
の
表
面
を
金
の
薄
い
皮
膜
で
覆
う
金
属
表

面
処
理
の
技
法
で
、
今
日
で
は
金
メ
ッ
キ
と
い
わ
れ
る
。「
金
銅
」
の
名
で
呼
ば
れ

る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
古
代
で
は
仏
像
や
寺
院
の
荘
厳
、
器
物
や
調
度
品
な
ど

に
広
く
用
い
ら
れ
た
金
属
加
飾
技
法
で
あ
る
。
内
匠
式
の
条
文
は
製
品
の
細
か
な
仕



281

［古代の鍍金と内匠式］……堀部 猛

❶
内
匠
式
11
年
料
屏
風
条
に
み
る
鍍
金

１
内
匠
寮
に
よ
る
屏
風
製
作

奈
良
時
代
の
「
国
家
珍
宝
帳
」
に
は
一
〇
〇
帖
も
の
屏
風
が
記
さ
れ
て
お
り
（
５
（、

内

裏
や
宮
内
の
各
施
設
で
は
相
当
数
の
屏
風
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
そ
う
し
た
屏
風
の
調
進
を
お
も
に
担
っ
た
の
が
内
匠
寮
で
あ
っ
た
。『
延
喜
式
』

巻
十
七
（
内
匠
寮
）
に
は
、屏
風
の
製
作
に
要
す
る
材
料
（
料
物
）
と
標
準
作
業
量（
功

程
）
を
定
め
た
条
文
が
四
条
に
わ
た
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
11
年
料
屏
風
条
、
25

屏
風
条
、
31
伊
勢
初
斎
院
条
、
そ
し
て
32
野
宮
装
束
条
で
あ
る
。
ま
ず
、
前
段
の
二

つ
の
条
文
か
ら
見
て
い
こ
う
。

25
条
は
「
高
五
尺
、
画
二
雁
幷
草
木
之
類
一
」
と
あ
っ
て
、
料
物
に
朱
沙
や
金
青
な

ど
の
顔
料
を
列
記
す
る
。
画
面
に
用
い
る
絹
を
屏
風
各
扇
に
張
り
、
絵
を
描
い
た
い

わ
ば
完
成
品
と
し
て
の
屏
風
を
指
す
。
条
文
は
、
そ
う
し
た
屏
風
の
製
作
に
必
要
な

料
物
と
功
程
を
定
め
て
い
る
。
一
方
、
11
条
は
「
年
料
五
尺
屏
風
骨
五
十
帖
料
」
と

あ
っ
て
、
画
面
と
な
る
紙
や
絹
、
顔
料
が
見
え
な
い
。
屏
風
の
形
状
は
、
文
字
通
り
、

画
面
部
分
の
な
い
屏
風
の
骨
組
で
あ
り
、
こ
れ
に
角
金
具
と
漆
塗
り
の
押
木
（
各
扇

の
四
周
の
縁
に
廻
す
枠
木
）
を
付
け
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
11
条
は
こ
う
し
た
骨

組
だ
け
の
屏
風
を
定
常
的
に
毎
年
五
〇
帖
も
製
作
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

天
皇
な
い
し
そ
の
周
辺
か
ら
注
文
が
あ
れ
ば
画
面
の
あ
る
完
成
品
の
屏
風
も
製
作
し

た
こ
と
を
25
条
は
う
か
が
わ
せ
る
。

31
条
は
伊
勢
斎
王
が
初
斎
院
で
用
い
る
調
度
品
の
一
つ
と
し
て
「
五
尺
屏
風
四

帖
」、
32
条
で
は
帰
京
に
際
し
て
準
備
す
る
も
の
と
し
て
「
四
尺
屏
風
四
帖
」
が
あ
り
、

製
作
の
た
め
の
料
物
と
功
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

屏
風
専
門
の
工
人
も
内
匠
寮
に
は
置
か
れ
て
い
た
。
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
分

野
ご
と
の
工
人
数
が
定
め
ら
れ
た
な
か
に
、
長
上
工
と
し
て
「
屏
風
一
人
」、
番
上

工
に
「
造
屏
風
工
四
人
」
が
見
え
る
（
（
（

。
木
材
に
漆
を
塗
る
漆
工
、
金
具
や
釘
な
ど
の

鋳
造
や
鍛
造
、
ま
た
鍍
金
な
ど
の
加
飾
を
担
う
金
属
工
な
ど
複
数
種
の
工
人
が
こ
れ

に
加
わ
り
、
屏
風
の
製
造
に
あ
た
っ
て
い
た
。

個
々
の
料
物
の
用
途
な
ど
を
比
較
的
詳
し
く
規
定
す
る
の
は
11
条
で
あ
る
。
そ
れ

は
内
匠
式
全
体
の
な
か
で
屏
風
に
関
す
る
最
初
の
式
条
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
本

稿
が
対
象
と
す
る
鍍
金
に
つ
い
て
も
、
11
条
に
詳
し
い
。
鍍
金
さ
れ
る
銅
製
品
が
明

示
さ
れ
、
材
料
と
な
る
水
銀
な
ど
も
鍍
金
に
用
い
る
旨
が
細
か
く
示
さ
れ
て
お
り
、

古
代
の
鍍
金
技
法
を
知
る
上
で
有
益
な
内
容
を
備
え
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
11
年
料

屏
風
条
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
や
や
長
い
が
、『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式 

中
巻
』

所
載
の
校
訂
文
を
左
掲
す
る
。

年
料
五
尺
屏
風
骨
五
十
帖
料
、
榲
榑
大
七
十
五
村
、
以
二
一
村
半
一
宛
二
一
帖
、一
五
十
村
近　

江
国
所
レ
進
、
廿
五
村
上
奏
所
レ
請
、　

檜
榑
十
村
、七
村
押
木
一
千
二
百
枚

料
、
三
村
鋳
レ
釘
押
形
料
、
波
多
板
四
枚
、作
二
鋳
物

押
形
一
料

熟
銅
百
卅
二
斤
十
三

両
二
分
、
卅
九
斤
十
三
両
二
分
作
二
肱
金
一
千
二
百
枚
一

料
、
以
二
十
二
両
一
充
二
廿
四
枚
、一
斤
別
加
二

損
分
一
両
、一
九
十
三
斤
鋳
二
五
分
花
釘
一
萬
八
千
六
百
只
一
料
、
以
二
一
斤
一
得
二
二
百
隻
、一
滅
金

百
三
両
四
銖
、五
十
両
塗
二
肱
金
一
料
、以
二
一
両
一
充
二
廿
四
枚
、一五
十
三
両

四
銖
塗
二
花
形
釘
一
料
、以
二
一
両
一
宛
二　

三
百
五
十
隻
、一　
　

滅
銀
廿
五
両
、

鏤
二
肱
金
一
料
、
以
二　

二
分
一
充
二　

廿
四
枚
、一

水
銀
八
十
三
両
二
分
二
銖
、廿
五
両
塗
二
肱
金
一
料
、
卅
九
両
三
分
二
銖

塗
レ
釘
料
、
十
八
両
三
分
合
レ
銀
滅
料
、　

鉄

四
廷
、三
廷
鋳
レ
釘
湯
鑵
料
、一

廷
鋳
レ
釘
押
形
固
料
、　

漆
一
斗
二
升
五
合
、以
二
二
合
五
勺
、一
充
二

押
木
廿
四
枚
、一　
　

絹
一
丈
、
布
二
端

二
丈
、
石
見
綿
四
斤
二
両
、
麻
大
十
斤
、
掃
墨
四
升
、
油
一
升
、
酢
九
升
三
合
、

猪
髪
十
把
、
篦
百
五
十
株
、塗
二

花
形

釘
金
一
料
、
筆
十
五
管
、画
二

肱

金
一
料
、
墨
二
廷
、同　料
、
洗
革
四

枚
、
伊
予
砥
七
顆
、
青
砥
三
枚
、
炭
七
十
一
斛
七
斗
、
和
炭
六
十
七
斛
九
斗
、

単
功
二
千
八
十
四
人
、作
レ
骨
工
二
百
五
十
人
、
以
二
一
帖
一
充
二
五
人
、一
作
二
肱
金
一
工
千
三
百
人
、
火

作
四
百
人
、
錯
磨
四
百
人
、
鏤
打
堺
瑩
五
百
人
、
作
二
花
形
釘
一
四
百
卅
四
人
、

鋳
六
十
二
人
、
錯
三
百
十
人
、

塗
瑩
六
十
二
人
、
夫
百
人
、

「
屏
風
の
骨
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
本
条
の
屏
風
は
画
面
部
分
の
張
ら
れ

て
い
な
い
も
の
で
、
そ
の
製
造
に
必
要
な
各
種
の
材
料
と
標
準
的
な
作
業
量
が
示
さ

れ
る
。
作
業
量
は
、「
単
功
二
千
八
十
四
人
」
す
な
わ
ち
仮
に
一
日
で
作
る
場
合
の

人
数
と
、
そ
の
内
訳
が
「
骨
を
作
る
」「
肱
金
を
作
る
」「
花
形
釘
を
作
る
」
の
三
種
の
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本
条
で
は
、
鍍
金
を
施
す
こ
と
を
「
塗
る
」あ
る
い
は「
金
を
塗
る
」
と
表
現
す
る
。

肱
金
は
滅
金
五
〇
両
（「
滅
金
」
①
）
と
水
銀
は
そ
の
半
分
の
二
五
両
（「
水
銀
」
①
）

を
用
い
て
鍍
金
が
な
さ
れ
る
。
肱
金
の
鍍
銀
に
用
い
る
滅
銀
の
分
量
は
滅
金
の
半
分

で
あ
り
（
「
滅
銀
」
①
）、
全
面
に
鍍
金
し
た
う
え
に
、
部
分
的
に
鍍
銀
を
施
す
仕
様

と
み
ら
れ
る
。
鍍
金
が
「
塗
る
」
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
鍍
銀
が
「
鏤
む
」
と
あ
る
の

は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
下
文
に
あ
る
筆
の
用
途
が
「
画
二
肱
金
一
料
」

と
あ
り
、
墨
も
そ
れ
と
同
じ
と
あ
る
。
肱
金
を
鍍
金
し
、
さ
ら
に
文
様
の
一
部
に
鍍

銀
を
す
る
際
、
鍍
銀
し
な
い
箇
所
を
マ
ス
キ
ン
グ
す
る
た
め
に
墨
が
使
わ
れ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

一
方
、
花
形
釘
は
五
三
両
四
銖
の
滅
金
と
三
九
両
三
分
二
銖
の
水
銀
を
用
い
て
鍍

金
が
な
さ
れ
る
。
花
形
釘
と
い
う
形
状
か
ら
推
察
す
る
に
、
鍍
金
は
頭
部
に
の
み
な

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
文
の
「
篦
」
す
な
わ
ち
矢
竹
の
用
途
が
「
塗
二
花
形
釘

金
一
料
」
と
あ
る
の
は
、
竹
に
釘
を
差
し
込
み
、
頭
部
を
鍍
金
す
る
た
め
に
用
い
た
こ

と
を
小
林
行
雄
氏
は
想
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
内
匠
式
11
条
で
は
、
屏
風
の
角
金
具
で
あ
る
肱
金
と
釘
を
鍍
金

す
る
た
め
の
料
物
が
示
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
物
品
と
数
量
、
そ
し
て
用
途
は
式
文

に
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
滅
金
」
が
何
を
指
す
の
か
、
ま
た
鍍
金
の
工
程
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
式
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
。
古
代
の
鍍
金

に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
、『
延
喜
式
』
の
ほ
か
に
、
奈
良
時
代
の
寺
院
造
営
に

伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
帳
簿
が
あ
る
。
節
を
改
め
て
奈
良
時
代
の
鍍
金
に
関
す
る
記
載

を
検
討
し
た
い
。

２
鍍
金
の
工
程
と
滅
金

銅
製
品
な
ど
の
表
面
を
金
で
覆
う
鍍
金
は
、
古
代
で
は
水
銀
を
用
い
た
金
ア
マ
ル

ガ
ム
法
と
い
う
技
法
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
金
の
小
片
と
水
銀
を
化
合
さ
せ
て
金

ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
り
、
あ
ら
か
じ
め
研
磨
し
て
梅
酢
な
ど
の
酸
で
清
浄
に
し
た
銅
製

品
の
表
面
に
こ
れ
を
塗
布
し
、
三
五
〇
度
ほ
ど
に
加
熱
し
て
水
銀
を
蒸
発
さ
せ
た
の

工
程
に
分
け
て
示
さ
れ
て
い
る
。

「
骨
を
作
る
」
と
は
、
檜
榑
と
榲
榑
を
用
い
て
枠
木
と
枠
内
の
桟
を
作
る
こ
と
、

そ
し
て
屏
風
各
扇
の
四
周
の
小
口
に
付
け
る
押
木
の
製
作
と
漆
塗
り
な
ど
を
指
す
。

五
〇
帖
の
屏
風
に
対
し
、
押
木
は
一
二
〇
〇
枚
と
あ
る
の
で
、
屏
風
一
帖
あ
た
り
押

木
の
数
は
二
四
枚
と
な
る
。
一
扇
あ
た
り
四
枚
つ
け
る
押
木
が
二
四
枚
必
要
と
い
う

こ
と
は
、
本
条
の
屏
風
は
六
扇
で
構
成
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
六
曲
屏
風
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

「
肱
金
を
作
る
」
と
は
、
屏
風
の
角
金
具
で
あ
る
肱
金
の
製
作
を
指
す
。
肱
金
の

枚
数
は
押
木
と
同
じ
一
二
〇
〇
枚
で
、
こ
こ
か
ら
も
六
曲
屏
風
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
肱
金
は
熟
銅
を
用
い
て
作
ら
れ
る
銅
製
品
で
、
釘
が
「
鋳
」
と
あ
る
の
に

対
し
、「
作
」
と
あ
る
こ
と
、
そ
の
製
作
に
当
た
る
工
人
も
「
火
作
四
百
人
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、鍛
造
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
の
「
花
形
釘
を
作
る
」

は
、
熟
銅
を
用
い
て
一
八
六
〇
〇
本
作
ら
れ
る
、
頭
部
を
花
形
に
か
た
ど
っ
た
釘
の

製
作
を
指
す
。
鋳
造
の
た
め
、
檜
榑
で
鋳
形
土
を
詰
め
る
「
押
形
」
も
作
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
銅
製
の
肱
金
と
花
形
釘
に
は
鍍
金
が
施
さ
れ
、
肱
金
に
つ
い
て
は
部
分

的
に
鍍
銀
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
料
物
の
記
載
か
ら
判
明
す
る
。
鍍
金
と
鍍
銀
の
材
料

と
な
る
の
は
、
滅
金
と
滅
銀
、
水
銀
の
三
種
の
物
品
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
用
途
と

分
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

「
滅
金
百
三
両
四
銖
」
…  

①
「
五
十
両
塗
二
肱
金
一
料
、以
二
一
両
一
充
二
廿
四
枚
一
」

②
「
五
十
三
両
四
銖
塗
二
花
形
釘
一
料
、
以
二
一
両
一         

         

宛
二
三
百
五
十
隻
一
」

　
「
滅
銀
廿
五
両
」
…        

①
「
鏤
二
肱
金
一
料
、
以
二
二
分
一
充
二
廿
四
枚
一
」

　
「
水
銀
八
十
三
両
二
分
二
銖
」
…　

①
「
廿
五
両
塗
二
肱
金
一
料
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

②
「
卅
九
両
三
分
二
銖
塗
レ
釘
料
」

                                 　
　

    

③
「
十
八
両
三
分
合
レ
銀
滅
料
」
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ち
、
磨
い
て
仕
上
げ
る
（
（
（

。
こ
う
し
た
工
程
を
よ
く
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

奈
良
時
代
中
期
の
「
造
金
堂
所
解
」
で
あ
る
（
（
（

。
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
か
ら
四
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
法
華
寺
の
伽
藍
整
備
に
伴
う
造
営
工
事
の
事
業
報
告
と
し
て
作

成
さ
れ
た
（
（1
（

。
古
代
寺
院
で
は
、
仏
像
や
堂
内
を
荘
厳
す
る
各
種
の
仏
具
に
鍍
金
が
施

さ
れ
た
が
、
法
華
寺
の
造
営
の
場
合
も
鍍
金
の
た
め
に
金
と
水
銀
が
多
く
消
費
さ
れ

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

請
水
銀

合
壹
仟
壹
伯
貳
拾
陸
両

九
百
八
十
二
両
二
分
滅
練
金
百
九
十
六
両
二
分
料
以
金
一
両
充
水
銀
五
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
五
両
二
分
雑
銅
物
金
塗
酸
苗
着
料

五
十
八
両
散
用
料
八
両
東
大
寺
作
物
所
上　

五
十
両
山
堂
寶
冠
作
所
上

練
金
百
九
十
六
両
二
分
滅
料
水
銀
九
百
八
十
二
両
二
分

合
得
滅
金
千
百
七
十
九
両

卌
九
両
三
銖
絞
定
損
一
両
別
一
銖　

絞
下
水
銀
卌
九
両
三
銖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
定
滅
金
千
百
廿
九
両
三
分
三
銖　

水
銀
百
卅
四
両
二
分
三
銖
用
尽
酸
苗
着
料

　
　
　
　
　
　　

　鍍
金
の
材
料
と
し
て
入
手
し
た
水
銀
（
（（
（

と
練
金
の
用
途
を
詳
細
に
記
載
し
て
お
り
、

鍍
金
の
工
程
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
大
要
は
、
練
金
一
九
六
両
二
分
と
水
銀
九
八
二

両
二
分
を
混
和
し
て
滅
金
一
一
七
九
両
を
作
り
、
こ
れ
を
絞
っ
て
遊
離
（
「
絞
定

損
」
）
し
た
水
銀
四
九
両
三
銖
を
取
り
除
い
て
、
最
終
的
に
滅
金
一
一
二
九
両
三
分

三
銖
を
得
た
こ
と
を
記
載
す
る
。
内
匠
式
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
つ
は

滅
金
の
生
成
、
も
う
一
つ
は
水
銀
の
用
途
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
滅
金
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

右
の
「
造
金
堂
所
解
」
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
滅
金
の
語
が
金
と
水
銀
を
混
和

し
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
指
す
こ
と
で
あ
る
。
ア
マ
ル
ガ
ム
と
は
、
水
銀
と
他
の
金
属

と
の
合
金
で
あ
り
、
金
は
水
銀
に
溶
け
る
よ
う
に
吸
い
込
ま
れ
た
状
態
に
な
る
。
そ

の
分
量
比
は
、「
以
金
一
両
充
水
銀
五
両
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
一
に
対
し
水
銀
五

の
割
合
で
混
和
さ
れ
る
。

「
滅
練
金
百
九
十
六
両
二
分
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
こ
と
は

「
滅
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
表
記
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）、
興
福
寺
西
金

堂
造
営
の
事
業
報
告
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
造
仏
所
作
物
帳
」
に
も
見
え
る
（
（1
（

。

充
内
匠
寮
物

　
　

練
金
小
十
三
両
一
分
五
銖
経
蔵
高
座
隅
銅
等
塗
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

銀
一
両
経
蔵
厨
子
番
銅
等
合
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

水
銀
小
三
斤
一
分
金
滅
塗
料

　
　
　
　　

　
　内

匠
寮
よ
り
造
仏
所
に
充
て
ら
れ
た
物
品
（
（1
（

の
数
量
と
用
途
を
記
録
す
る
が
、
水
銀

の
用
途
は
「
金
滅
塗
料
」
と
さ
れ
る
（
（1
（

。「
金
を
滅
し
塗
る
料
」
と
読
み
、
水
銀
を
用

い
て
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
こ
と
、
そ
し
て
器
物
に
塗
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
や
『
色
葉
字
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、「
滅
」
は
「
け
す
」
と
よ
む
。

金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
際
に
、
水
銀
に
金
が
溶
か
し
込
ま
れ
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
消

え
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
滅
」
の
語
で
表
記
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。

「
造
金
堂
所
解
」
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
水
銀
の
用
途
と
し
て
記
さ
れ

る
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
八
五
両
二
分
を
取
り
分
け
て
お
き
、

滅
金
を
作
る
際
に
絞
り
下
し
た
水
銀
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
一
三
四
両
二
分
三
銖
と

し
、
用
い
尽
く
し
た
と
あ
る
。「
酸
苗
」
の
語
は
『
延
喜
式
』
そ
の
他
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
鍍
金
を
す
る
器
物
の
表
面
を
梅
酢
な
ど
で
油
分
を
取
り
除
く
際
、
梅

酢
の
な
か
に
も
水
銀
を
入
れ
て
器
物
に
付
着
さ
せ
、
そ
の
上
で
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗

布
す
る
こ
と
を
小
林
行
雄
氏
は
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
技
法
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

江
戸
時
代
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
小
林
氏
の
想
定
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
水
銀
は
、
金
と
混
和
し
て
滅
金
を
作
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
器
物
に
滅
金
を
塗

る
工
程
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
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い
る
こ
と
が
あ
り
―
特
に
銀
は
多
い
―
、
料
物
を
単
に
金
・
銀
と
記
す
と
そ
の
用

途
が
不
分
明
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
滅
金
・
滅
銀
の
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
鍍
金
や

鍍
銀
に
使
用
す
る
こ
と
も
明
示
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

右
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
内
匠
式
11
条
の
滅
銀
は
、
銀
六
両
一
分
に
対
し
て
水
銀

一
八
両
三
分
で
あ
る
か
ら
、
銀
と
水
銀
の
分
量
比
は
一
対
三
と
な
る
。
肱
金
の
鍍
金

に
用
い
る
滅
金
は
、
金
二
五
両
に
対
し
て
水
銀
二
五
両
で
あ
る
か
ら
、
金
と
水
銀
の

分
量
比
は
一
対
一
と
な
る
。
花
形
釘
の
鍍
金
の
場
合
は
、
お
よ
そ
一
対
三
と
な
る
（
（1
（

。

『
延
喜
式
』
で
は
、
物
品
の
数
量
を
示
す
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
分
量
比
を
設
定
し
、

そ
こ
に
所
定
の
数
量
を
当
て
は
め
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
散
見
し
、
数
量
は
整
数
比

と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
特
徴
に
も
右
の
理
解
は
符
合
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
造
仏
所
作
物
帳
」
「
造
金
堂
所
解
」
の
よ
う
な
帳
簿
類
、
ま
た

『
延
喜
式
』
で
も
製
造
・
加
工
に
要
す
る
物
品
と
そ
の
量
を
一
つ
ず
つ
挙
げ
る
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
右
の
ご
と
き
表
記
法
は
か
な
り
異
色
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
そ
の
分
量
比
に
あ
る
。「
造
金
堂
所
解
」
で
は
、「
以
金

一
両
充
水
銀
五
両
」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
は
一
対
五
で
あ
る
。
一

方
、
肱
金
の
鍍
金
の
一
対
一
と
い
う
分
量
比
は
、
奈
良
時
代
の
そ
れ
と
か
け
離
れ
て

お
り
、
そ
の
差
異
を
十
分
に
説
明
し
え
て
は
い
な
い
。
次
章
で
は
、
奈
良
時
代
の
鍍

金
に
関
す
る
史
料
を
も
と
に
、『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式
』
で
提
示
し
た
右
の
理
解

に
つ
い
て
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
を
中
心
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。

❷
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
に
お
け
る
金
と
水
銀
の
分
量
比

１
造
寺
・
造
仏
と
鍍
金

鍍
金
の
技
術
は
、
古
く
は
古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
馬
具
や
装
身
具
な
ど
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
七
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
寺
院
の
出
現
に
伴
い
、
金
銅
仏
を
は

じ
め
堂
内
を
荘
厳
す
る
各
種
の
仏
具
な
ど
に
鍍
金
は
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
正

さ
て
、「
造
金
堂
所
解
」
か
ら
導
か
れ
る
以
上
の
よ
う
な
知
見
を
踏
ま
え
、
内
匠

式
11
年
料
屏
風
条
の
規
定
に
立
ち
戻
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
に
つ
き
あ
た
る
。
一

つ
は
、
滅
金
を
構
成
す
る
金
と
水
銀
の
分
量
比
で
あ
る
。「
造
金
堂
所
解
」
で
は
滅

金
を
作
る
の
に
用
い
る
金
と
水
銀
そ
れ
ぞ
れ
の
量
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
内
匠
式

で
は
滅
金
の
分
量
の
み
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
金
の
量
が
示
さ
れ
な
い
。
内

匠
式
を
も
と
に
年
料
の
屏
風
の
製
造
に
必
要
な
金
の
分
量
を
算
定
し
よ
う
と
し
て

も
、
式
文
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
内
匠
式
11
条
で
滅
金
と
は
別
に
分
量
が
示
さ
れ
て
い
る
水
銀
の
用

途
で
あ
る
。
滅
金
や
滅
銀
が
水
銀
に
金
や
銀
を
混
和
し
た
ア
マ
ル
ガ
ム
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
な
ぜ
さ
ら
に
水
銀
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
式
で
計
上
さ
れ
る
水

銀
の
量
は
、
肱
金
の
場
合
、
滅
金
五
〇
両
に
対
し
て
水
銀
は
そ
の
半
分
の
二
五
両
、

花
形
釘
の
場
合
、
滅
金
の
お
よ
そ
四
分
の
三
も
の
水
銀
が
「
塗
る
料
」
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
造
金
堂
所
解
」
に
見
え
る
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
の
水
銀

に
当
て
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
量
が
多
い
。
こ
の
点
は
す
で
に
小
林
行
雄
氏
が
指
摘

し
た
問
題
点
で
あ
る
が
、
氏
は
断
案
を
下
す
こ
と
は
控
え
て
い
る
。

内
匠
式
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式
』
中

巻
の
註
釈
で
は
、
一
つ
の
試
論
と
し
て
次
の
よ
う
な
理
解
を
提
示
し
た
（
（1
（

。
水
銀
の
用

途
③
「
十
八
両
三
分
合
レ
銀
滅
料
」
で
「
銀
に
合
わ
せ
て
滅
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
水
銀
こ
そ
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
た
め
に
銀
と
混
和
す
る
水
銀
と
捉
え
、「
滅
銀

廿
五
両
」
の
な
か
に
こ
の
水
銀
一
八
両
三
分
が
含
ま
れ
る
と
解
し
た
。
模
式
的
に
表

す
と
、「
銀
Ｘ
＋
水
銀
一
八
両
三
分
＝
滅
銀
二
五
両
」
と
な
る
。
滅
銀
二
五
両
か
ら

水
銀
一
八
両
三
分
を
差
し
引
い
た
量
が
銀
に
な
り
、
銀
が
六
両
一
分
と
わ
か
る
。

こ
の
理
解
を
肱
金
の
鍍
金
に
も
あ
て
は
め
る
と
、「
金
Ｘ
（
二
五
両
）
＋
水
銀
二
五

両
＝
滅
金
五
〇
両
」
と
な
る
。
こ
の
表
記
法
は
、
滅
金
や
滅
銀
の
量
と
そ
れ
に
含
ま

れ
る
水
銀
の
量
を
示
す
だ
け
で
、
金
・
銀
と
水
銀
、
そ
れ
を
混
和
し
て
作
る
滅
金
・

滅
銀
の
量
す
べ
て
を
簡
潔
に
示
す
こ
と
が
可
能
な
、
合
理
的
な
書
式
で
あ
る
と
も
評

価
で
き
る
。
ま
た
、
内
匠
寮
は
鍍
金
や
鍍
銀
以
外
に
も
金
や
銀
を
加
飾
そ
の
他
に
用
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倉
院
文
書
に
は
寺
院
の
造
営
工
事
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
帳
簿
類
が
残
さ
れ
て
お

り
、
鍍
金
に
用
い
た
金
と
水
銀
の
分
量
が
個
々
の
製
品
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。

前
章
で
検
討
し
た
「
造
金
堂
所
解
」
で
は
、
金
一
に
対
し
水
銀
五
の
割
合
で
滅
金
、

す
な
わ
ち
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
り
、
そ
の
ほ
か
に
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
と
し
て
水

銀
を
少
量
用
い
て
鍍
金
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
一
対
五
と
い
う
分
量
比

が
、
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
ご
く
標
準
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
小
林
行
雄
氏

の
研
究
に
詳
し
い
。
氏
は
、
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
造
仏

所
作
物
帳
」
の
次
の
よ
う
な
記
載
か
ら
、
金
・
水
銀
の
分
量
比
を
総
覧
し
て
い
る
。

　
　

下
節
裁
銅
十
二
枚
各
高
一
寸
九
分

広
四
寸
六
分

       

料
銅
一
斤
九
両
二
分

　
　

練
金
小
二
分　
　
　
　
　
　
　

   

水
銀
小
三
両（（1
（

堂
内
を
飾
る
幡
の
透
彫
金
具
に
つ
い
て
、
製
作
に
要
し
た
銅
と
そ
れ
を
鍍
金
す
る

の
に
用
い
た
練
金
と
水
銀
の
数
量
を
記
載
す
る
。
練
金
と
水
銀
は
、
一
対
六
の
分
量

比
と
な
る
。「
造
仏
所
作
物
帳
」
で
は
こ
う
し
た
記
載
が
お
よ
そ
三
〇
種
の
銅
製
品

で
列
記
さ
れ
て
お
り
、
小
林
氏
に
よ
れ
ば
一
対
六
の
比
率
の
も
の
一
三
件
、
一
対
五

の
比
率
の
も
の
五
件
、そ
の
中
間
の
各
種
の
比
率
を
示
す
も
の
が
一
一
件
、一
対
六
・
五

の
も
の
が
一
件
あ
る
。
お
よ
そ
金
一
に
対
し
水
銀
五
～
六
の
分
量
比
で
あ
り
、「
造

金
堂
所
解
」
の
そ
れ
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
帳
簿
上
の
数
字
合
わ
せ
に
過

ぎ
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
分
量
比
は
製
品
に
よ
っ
て
意
識
的
に
増
減
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
奈
良
時
代
の
造
寺
造
仏
で
鍍
金
は
広
く
用
い
ら
れ
た
が
、
奈
良
時

代
に
と
り
わ
け
多
く
の
金
と
水
銀
を
用
い
て
鍍
金
を
施
し
た
も
の
は
東
大
寺
大
仏
で

あ
る
。
聖
武
天
皇
は
天
平
十
五
年
に
「
盧
舎
那
仏
金
銅
像
一
軀
」
の
造
立
を
発
願
し

〔『
続
日
本
紀
』
同
年
十
月
辛
巳
条
〕、
翌
年
十
一
月
に
は
紫
香
楽
の
地
で
盧
舎
那
仏
の

体
骨
柱
が
建
て
ら
れ
た
〔『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
十
一
月
壬
申
条
〕。
平
城
還
都
後
、

事
業
は
平
城
の
地
で
再
開
さ
れ
、
仏
体
の
鋳
造
は
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
お

よ
そ
完
成
す
る
。「
大
仏
殿
碑
文
」〔『
東
大
寺
要
録
』
巻
二
〕
に
よ
れ
ば
、
鍍
金
は
天

平
勝
宝
四
年
三
月
に
始
め
ら
れ
た
。
同
碑
文
が
「
始
奉
レ
塗
レ
金
、
未
レ
畢
之
間
、
以
二

同
年
四
月
九
日
、一
儲
二
於
大
会
一
奉
二
開
眼
一
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
鍍
金
が
始
ま
っ

て
わ
ず
か
一
月
足
ら
ず
で
開
眼
供
養
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
鍍
金
は
ご
く

一
部
し
か
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
鍍
金
が
い
つ
完
成
し
た
の
か
、
明
確
な
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。
光
明
皇
后
が
奉
献
し
た
宝
物
の
出
用
帳
に
は
、天
平
勝
宝
九
歳
に「
沙

金
貮
仟
壹
拾
陸
両
」
を
「
奉
塗
大
仏
像
料
、
下
充
造
寺
司
」
と
記
さ
れ
る
（
（1
（

。
少
な
く

と
も
開
始
か
ら
五
年
経
っ
て
も
鍍
金
は
終
了
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
大
寺
大
仏
の
鍍
金
に
関
し
て
は
、
金
と
水
銀
、
ま
た
そ
れ
を
合
わ
せ
た
滅
金
の

量
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）「
延
暦
僧
録
（
聖
武
天
皇
）」〔『
東
大
寺
要
録
』
第
一
〕

塗
練
金
四
千
百
八
十
七
両
一
分
四
銖
、為
滅
金
二
万
五
千
百
卅
四
両
二
分
銖
、

右
具
奉
レ
塗
二
御
躰
一
如
レ
件

（
2
）「
延
暦
僧
録
（
佐
伯
今
毛
人
）」〔『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
〕

銅
四
十
五
万
七
十
斤
三
両
、
滅
金
二
万
千
百
二
十
四
斤
二
両
二
分
二
銖

（
3
）「
大
仏
殿
碑
文
」〔『
東
大
寺
要
録
』
巻
二
〕

用
熟
銅
七
十
三
萬
九
千
五
百
六
十
斤
、
白

一
萬
二
千
六
百
十
八
斤
、
練
金

一
萬
四
百
卌
六
両
、
水
銀
五
萬
八
千
六
百
廿
両　

　
　
　
　

（
1
）
は
、
練
金
四
一
八
七
両
一
分
四
銖
に
水
銀
を
混
和
し
て
（
水
銀
の
量
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
）
滅
金
二
五
一
三
四
両
二
分
を
作
り
、
大
仏
の
「
御
躰
」
を
鍍
金

し
た
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
金
と
水
銀
の
分
量
は
ほ
ぼ
一
対
五
と
な
る
。（
2
）
は

滅
金
の
量
の
み
を
記
す
の
で
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
は
わ
か
ら
な
い
。（
3
）
は
、

練
金
と
水
銀
の
量
が
示
さ
れ
る
。単
純
に
こ
れ
を
合
わ
せ
た
数
量
を
滅
金
と
す
れ
ば
、

（
1
）
の
そ
れ
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。（
3
）
は
「
金
銅
盧
舎
那
仏
像
一
躰
、
結
跏
趺

坐
高
五
丈
三
尺
五
寸
」
に
は
じ
ま
り
、
仏
像
の
各
部
位
の
寸
法
、
続
け
て
「
銅
座
高
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金
膏
中
に
仍
ほ
金
分
甚
少
き
の
水
銀
少
し
許
を
交
せ
、
此
水
銀
を
除
か
む
が
為

に
、其
金
膏
を
皮
に
包
み
て
搾
る
べ
し
。
こ
れ
に
因
り
て
其
水
銀
濾
過
し
去
り
、

皮
内
に
残
る
所
の
金
膏
は
水
銀
二
分
金
一
分
の
和
物
と
な
る
な
り
。

…
（
中
略
）
…
次
に
其
器
に
金
膏
を
塗
擦
れ
る
こ
と
、
務
め
て
同
齋
な
る
を
要

と
す
。
此
に
は
所
謂
る
水
銀
層
水
な
る
者
を
用
ふ
。
此
薬
水
は
消
酸
の
中
に
少

量
の
水
銀
を
溶
解
せ
る
者
に
し
て
、
其
器
を
此
薬
水
中
に
投
す
れ
ば
、
瞬
間
に

し
て
水
銀
の
薄
層
を
被
る
な
り
。
爾
後
銅
筆
と
名
つ
く
る
打
ち
扁
め
さ
る
銅
線

を
以
て
、
金
膏
を
器
上
に
塗
擦
す
べ
し
。
其
素
地
を
設
く
る
が
為
に
容
易
に
攤

開
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

「
金
膏
」
と
記
さ
れ
る
の
が
水
銀
に
金
を
混
ぜ
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
で
あ
る
。「
六
倍

量
」
の
水
銀
を
加
え
る
の
で
、
そ
の
分
量
比
は
金
一
に
対
し
水
銀
六
と
な
る
。
江
戸

時
代
で
あ
っ
て
も
、
分
量
比
は
古
代
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
注
意

さ
れ
る
の
が
、
で
き
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
水
の
中
に
移
す
際
に
分
離
し
た
水
銀
の
処

理
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
金
を
少
量
含
む
ア
マ
ル
ガ
ム
を
皮
に
入
れ
て
搾
り
、
水

銀
を
濾
過
し
て
皮
内
に
残
っ
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
が
「
水
銀
二
分
、
金
一
分
の
和
物
」

で
あ
る
と
記
す
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
す
る
と
、
先
に
『
延
喜
式
』
か
ら
想
定
し
た

金
と
水
銀
の
分
量
比
が
一
対
一
と
い
う
の
が
い
か
に
濃
い
も
の
で
、
器
物
に
塗
る
の

も
容
易
で
な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

『
萬
寶
玉
手
箱
』
で
も
う
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
が
、
右
の
引
用
部
分
の
後
段
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
作
っ
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
器
物
に
塗
る
工
程
を
説
明
す
る
。
金
ア

マ
ル
ガ
ム
を
塗
る
前
に
硝
酸
の
中
に
少
量
の
水
銀
を
混
ぜ
た
も
の
を
用
意
し
、
器
物

を
こ
こ
に
入
れ
る
こ
と
で
水
銀
の
薄
層
を
作
り
、
そ
の
う
え
で
「
銅
筆
」
で
ア
マ
ル

ガ
ム
を
器
に
塗
り
付
け
る
と
す
る
。
水
銀
の
薄
層
で
下
地
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
ア

マ
ル
ガ
ム
を
均
し
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る
。
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
る

前
に
酸
の
な
か
に
水
銀
を
入
れ
る
技
法
で
、
奈
良
時
代
の
「
造
金
堂
所
解
」
に
水
銀

の
用
途
と
し
て
見
え
る
「
酸
苗
着
料
」
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
丈
」
以
下
で
台
座
の
大
き
さ
を
記
し
、
そ
れ
ら
に
用
い
た
銅
や
練
金
、
水
銀
な
ど

の
量
を
記
す
。（
1
）
が
文
字
通
り
「
御
躰
」
の
鍍
金
で
あ
る
の
に
対
し
、（
3
）
は
台

座
も
含
め
た
鍍
金
の
料
物
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
金
と
水
銀
の
分
量

比
は
一
対
五
・
六
で
、
総
量
こ
そ
違
う
も
の
の
、
分
量
比
は（
1
）
と
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
、
造
寺
・
造
仏
に
お
け
る
鍍
金
は
、
お
よ
そ
金
一
に
対
し

水
銀
五
と
い
う
分
量
比
で
混
和
さ
れ
た
滅
金
（
金
ア
マ
ル
ガ
ム
）を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
分
量
比
は
、
や
は
り
当
時
の
標
準
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
認
め
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

2
金
・
水
銀
の
分
量
比

奈
良
時
代
の
造
寺
・
造
仏
に
関
す
る
史
料
が
示
す
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
（
滅
金
）の

金
と
水
銀
の
分
量
比
は
古
代
特
有
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
近
世
の
技
術
書
か
ら
繙
い
て
み
た
い
。
若
狭
・
小
浜
藩
医
で
蘭
学
者
の

杉
田
成
卿
（
一
八
一
七
―
一
八
五
九
）
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
著
し
た
『
萬
寶
玉

手
箱
』
は
、
成
卿
自
身
が
「
附
言
」で
「
此
書
ハ
予
ガ
本
業
の
暇
異
国
の
諸
書
の
中
に

見
当
た
り
ぬ
る
簡
便
利
用
の
方
法
を
抄
録
せ
る
者
」
と
記
す
よ
う
に
、「
廉
価
の
夜

燈
を
作
る
法
」
に
始
ま
る
多
種
多
様
な
五
四
も
の
「
方
法
」
を
紹
介
す
る
。
そ
の
一

つ
に
、「
二
十
二 

鍍
金
法
」
が
あ
る
。
冒
頭
に
「
鍍
金
の
法
二
種
あ
り
。
即
ち
一
ハ

燥
道
と
曰
ひ
、
一
ハ
混
道
と
い
ふ
」
と
、
二
種
類
の
鍍
金
方
法
に
つ
い
て
使
用
す
る

器
具
も
含
め
て
詳
細
に
紹
介
す
る
。
こ
の
う
ち
の
「
燥
道
」
が
、
ア
マ
ル
ガ
ム
に
よ

る
鍍
金
を
指
す
。
本
稿
の
問
題
関
心
に
関
わ
る
部
分
を
翻
刻
し
た
（
11
（

。

燥
道
に
て
鍍
金
す
る
に
は
、
先
つ
黄
金
を
金
膏
と
な
す
。
其
法
次
の
如
し
。
即

ち
金
少
許
を
鉄
匙
に
入
れ
、
六
倍
量
の
水
銀
を
加
え
て
炭
火
上
に
温
む
れ
ば
、

金
速
に
溶
け
て
水
銀
に
和
す
。
右
の
如
く
し
て
金
膏
と
な
れ
ば
、
こ
れ
を
水
中

に
傾
け
移
す
べ
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
水
銀
の
一
部
離
れ
去
る
と
雖
、
残
留
せ
る
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古
代
の
鍍
金
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
知
見
に
富
む
『
萬
寶
玉
手
箱
』
に
よ
り
、

金
一
に
対
し
水
銀
五
～
六
と
い
う
分
量
比
が
決
し
て
古
代
特
有
の
も
の
で
な
い
こ
と

が
明
確
に
な
っ
た
。
金
の
分
量
を
増
や
す
と
、
ア
マ
ル
ガ
ム
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。『
東
大
寺
要
録
』
な
ど
に
残
る
東
大
寺
大
仏
の
鍍
金
の
記
録
に
触
発
さ
れ
、
復
元

的
に
実
験
を
し
た
成
果
も
あ
る
。
荒
木
宏
氏
ら
に
よ
る
「
ア
マ
ル
ガ
ム
塗
金
実
験
」

は
、
そ
の
成
果
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
1（
（

。

（
1
）   

金
の
材
料
は
、
か
な
り
純
度
の
高
い
市
販
の
金
箔
を
用
い
た
。

（
2
）   

ア
マ
ル
ガ
ム
は
金
二
、
水
銀
一
で
は
硬
く
て
塗
れ
な
い
。
金
一
、
水
銀
三

の
も
の
が
使
い
や
す
い
。
金
一
、
水
銀
五
で
は
軟
ら
か
過
ぎ
て
使
い
に
く

い
。
し
か
し
、
き
れ
い
に
は
塗
れ
る
。
ア
マ
ル
ガ
ム
の
色
は
、
い
ず
れ
も

銀
白
色
で
金
色
は
な
い
。

（
3
）   

塗
る
試
片
は
、
普
通
の
銅
板
と
大
仏
の
分
析
資
料
の
残
片
（
11
（

を
使
っ
た
。

（
（
）   

試
片
の
面
を
ペ
ー
パ
ー
で
き
れ
い
に
磨
き
、
そ
の
上
に
青
梅
の
酢
（
お
ろ

し
金
で
す
っ
て
、
こ
し
た
も
の
）
で
よ
く
ぬ
ぐ
っ
た
。

（
5
）   

試
片
の
上
に
ア
マ
ル
ガ
ム
を
鉄
へ
ら
で
塗
り
つ
け
、
硬
い
布
で
こ
す
る
と

一
面
に
白
く
つ
く
。こ
の
際
余
分
の
ア
マ
ル
ガ
ム
を
ぬ
ぐ
い
去
ら
な
い
と
、

あ
と
で
塗
金
の
む
ら
が
で
き
る
。

（
（
）   

ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
っ
た
試
片
を
、
三
五
〇
度
位
の
温
度
で
一
時
間
程
度
焼
く

と
黄
色
に
な
る
。
こ
れ
を
バ
フ
等
で
磨
く
と
、
つ
や
が
出
て
塗
金
に
な
る
。

（
（
）   

右
の
方
法
を
二
回
か
三
回
繰
り
返
す
と
、
か
な
り
よ
い
塗
金
面
が
得
ら
れ
る
。

（
（
）   

試
片
は
銅
板
で
も
、
青
銅
鋳
物
（
大
仏
分
析
用
資
料
の
残
片
）
で
も
差
は

見
ら
れ
な
い
。

（
（
）   

磨
い
た
試
片
に
水
銀
を
塗
り
つ
け
、
表
面
に
銅
の
ア
マ
ル
ガ
ム
を
形
成
さ

せ
て
お
き
、
そ
の
上
に
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
そ
の
時

ア
マ
ル
ガ
ム
で
な
く
金
箔
を
押
し
つ
け
る
と
、
直
ち
に
表
面
に
金
ア
マ
ル

ガ
ム
を
作
っ
て
よ
く
着
く
。
こ
う
し
て
三
五
〇
度
位
で
焼
く
と
、
き
れ
い

な
塗
金
を
得
る
。

（
10
）   

梅
酢
の
代
わ
り
に
、
薄
い
硝
酸
を
使
う
と
仕
事
は
容
易
で
、
仕
上
が
り
が

よ
い
。
ま
た
水
銀
を
硝
酸
に
溶
か
し
、硝
酸
水
銀
と
し
て
塗
金
面
に
塗
り
、

そ
の
上
に
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
る
と
一
番
よ
く
着
く
。

こ
の
う
ち
（
2
）
に
よ
れ
ば
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
が
一
対
五
は
軟
ら
か
く
て
使

い
に
く
い
が
き
れ
い
に
塗
れ
る
こ
と
、
一
対
三
の
分
量
比
が
そ
れ
よ
り
も
使
い
や
す

い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
純
度
の
高
い
市
販
の
金
」
や
現
代
の
水
銀
で
得
ら
れ

た
成
果
で
あ
る
こ
と
も
多
少
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
成
果

の
も
つ
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
金
二
に
対
し
て
水
銀
一
で
は
硬
く
て
塗
れ
な
い
こ
と

は
、『
延
喜
式
』
か
ら
導
き
出
し
た
一
対
一
と
い
う
分
量
比
が
や
は
り
成
立
し
え
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

3
現
代
の
錺
金
具
製
作
に
お
け
る
鍍
金

今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
二
〇
一
六
年
よ
り
工
芸
品
等
の
製
造
技
術
を
研
究
す
る

分
科
会
が
始
動
し
、
そ
の
当
初
か
ら
鍍
金
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
（
11
（

。
そ
の
な
か
で
古
代
史
料
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ば
か
り
で
な
く
、
実
際
に
金
ア
マ

ル
ガ
ム
を
用
い
た
鍍
金
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
技
術
者
の
方
か
ら
、
工
程
や
金
・
水

銀
の
分
量
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
も
つ
こ
と
が

企
図
さ
れ
た
。
現
在
、
一
般
的
な
メ
ッ
キ
に
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
そ
の
技
術
を
伝
え
る
方
は
限
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
幸
い
に
も
錺
金
具
製

作
の
選
定
保
存
技
術
保
持
者
で
あ
る
京
都
の
森
本
安
之
助
氏
（（
株
）
森
本
錺
金
具
製

作
所
）
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
京
都
市
下
京
区
に
工
房
が
あ
り
、
創

業
は
一
八
七
七
年
、
現
在
は
四
代
目
に
あ
た
る
。
国
宝
な
ど
の
錺
金
具
修
理
を
は
じ

め
、
建
築
錺
金
具
、
神
宝
装
束
、
社
殿
内
の
調
度
品
の
製
作
な
ど
を
手
が
け
ら
れ
て

い
る
。

現
地
で
の
調
査
は
、
次
の
通
り
に
実
施
し
た
。
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・ 

調
査
日　
　
　

二
〇
一
七
年
一
二
月
四
日
（
月
）　

・ 

調
査
協
力
者　
（
株
）
森
本
錺
金
具
製
作
所　

森
本
安
之
助
氏
（
文
化
庁
・

                  

選
定
保
存
技
術
保
持
者
〈
錺
金
具
〉）

　

・
調
査
者　
　
　

仁
藤
敦
史
・
小
倉
慈
司
・
清
武
雄
二
（
国
立
歴
史
民
俗
博

                  

物
館
）　

西
川
明
彦
（
正
倉
院
事
務
所
）　

堀
部

調
査
は
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
の
製
法
、
材
料
と
な
る
金
と
水
銀
の
分
量
比
、
鍍
金
の

工
程
、
使
用
す
る
器
具
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
森

本
餝
金
具
製
作
所
で
は
、
伝
統
的
な
鍍
金
技
法
と
し
て
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
と
水

銀
箔
焼
付
鍍
金(11

(

を
行
っ
て
い
る
。
水
銀
箔
焼
付
鍍
金
は
硝
酸
水
銀
（
水
銀
を
硝
酸
に

入
れ
て
反
応
さ
せ
た
化
合
物
）
の
溶
液
を
表
面
に
塗
り
、
そ
の
う
え
に
金
箔
を
数
回

重
ね
て
合
金
と
し
、
こ
れ
を
加
熱
し
て
水
銀
を
蒸
発
さ
せ
る
技
法
で
あ
る
。
本
稿
で

扱
う
『
延
喜
式
』
そ
の
他
の
古
代
史
料
で
水
銀
箔
焼
付
鍍
金
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示

す
も
の
は
な
く
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
よ
り
後
に
広
が
っ
た
後
発
的
な
技
法
と
み
ら
れ

る
（
11
（

。
本
稿
は
水
銀
箔
焼
付
鍍
金
を
直
接
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
伝
統
的
な

こ
の
二
つ
の
鍍
金
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
作
業
も
実
際
に
見
せ
て

い
た
だ
い
た
。
調
査
の
重
要
性
に
鑑
み
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
と
水
銀
箔
焼
付
鍍
金
の

二
つ
の
鍍
金
法
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
し
た
内
容
と
作
業
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
す

る
（
11
（

。
な
お
、
水
銀
は
人
体
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
た
め
、
厳
重
な
回
収
設
備
を
備
え

た
作
業
室
で
鍍
金
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

水
銀
箔
焼
付
鍍
金
―
聞
き
取
り
で
森
本
氏
は
「
箔
鍍
金
（
め
っ
き
）」
と
い
う
呼

称
を
用
い
て
い
た
の
で
、
本
稿
で
も
以
下
こ
れ
に
従
う
―
は
、
硝
酸
水
銀
溶
液
を

塗
っ
た
う
え
に
、
三
度
金
箔
を
重
ね
る
。
さ
ら
に
水
銀
を
少
し
塗
り
、
ま
た
金
箔
を

お
く
。
金
箔
は
三
度
、
五
度
、
七
度
な
ど
が
あ
る
。
実
際
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
作

業
で
は
、
表
面
を
よ
く
磨
い
た
銅
板
片
に
藁
灰
を
す
り
つ
け
て
、
ま
ず
脂
気
を
と
っ

た
。
藁
灰
と
は
、
稲
藁
を
燃
や
し
、
燃
え
尽
き
る
前
に
水
で
消
し
た
も
の
で
あ
る
。

藁
灰
で
擦
る
前
は
水
を
は
じ
い
て
い
た
銅
板
が
、
擦
っ
た
後
で
は
水
を
は
じ
か
な
く

な
る
こ
と
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
藁
灰
で
擦
っ
た
後
に
全
体
に
万
遍
な
く
梅
酢
を

写真１　「苗ワラ」
201（年12月（日 筆者撮影

写真2　金屑と水銀の塊
201（年12月（日 筆者撮影
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塗
り
、
そ
の
あ
と
に
硝
酸
水
銀
溶
液
を
塗
っ
た
。
金
箔
を
載
せ
、
タ
オ
ル
で
上
か
ら

こ
す
る
と
、
箔
の
金
色
が
沈
ん
で
い
く
。
三
枚
を
重
ね
、
水
銀
を
少
し
足
し
て
さ
ら

に
三
枚
載
せ
る
。
炭
火
の
う
え
で
少
し
の
間
加
熱
し
て
か
ら
お
ろ
し
、「
苗
ワ
ラ
」

（
写
真
１
）
で
上
か
ら
擦
っ
て
い
く
。「
苗
ワ
ラ
」
と
は
細
い
藁
を
糸
で
束
ね
て
作
る

も
の
で
、
加
熱
後
に
力
を
入
れ
て
表
面
を
擦
る
と
、
き
れ
い
な
金
色
に
仕
上
が
る
。

聞
き
取
り
の
際
に
、
箔
鍍
金
し
た
も
の
と
、
ア
マ
ル
ガ
ム
で
鍍
金
し
た
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
法
に
く
ら
べ
て
箔
鍍
金
は
や
や
鮮
や

か
な
金
色
で
あ
り
、
対
し
て
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
は
深
み
の
あ
る
金
色
に
な
る
。
錺
金

具
の
多
く
は
彫
金
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
彫
り
が
深
け
れ
ば
金
ア
マ
ル
ガ
ム
、
浅
け

れ
ば
箔
鍍
金
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
。
使
用
す
る
金
の
分
量
は
、
箔
鍍
金
の
ほ
う
が

少
な
く
て
済
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
も
実
際
の
作
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
用
意
い
た
だ
い
て
い

た
の
は
、水
の
入
っ
た
フ
ラ
ス
コ
の
中
に
水
銀
と
金
屑
を
入
れ
た
も
の
で
（
写
真
２
）、

銀
色
を
呈
し
た
針
金
状
の
塊
に
な
っ
て
い
る
。
所
定
の
量
を
入
れ
れ
ば
、
自
然
と
こ

の
よ
う
な
形
状
に
な
る
と
の
こ
と
で
、「
水
銀
は
金
が
大
好
き
だ
か
ら
、
全
部
金
の

と
こ
ろ
に
い
く
」
と
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
用
意
い
た
だ
い
て
い

た
の
が
、乳
鉢
に
入
っ
た
金
ア
マ
ル
ガ
ム
で
（
写
真
３
）、フ
ラ
ス
コ
内
の
水
を
取
り
、

加
熱
し
て
乳
鉢
の
中
で
混
和
さ
せ
る
と
い
う
。
形
状
は
ペ
ー
ス
ト
状
で
、
乳
棒
で
上

か
ら
押
す
と
金
の
細
か
な
粒
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

金
と
水
銀
の
分
量
比
は
、
基
本
は
金
一
に
対
し
水
銀
三
の
割
合
、
例
え
ば
金
二
〇

グ
ラ
ム
に
対
し
て
水
銀
六
〇
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
と
い
う
。
管
理
上
か
ら
も
、
一
回

あ
た
り
こ
の
八
〇
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
実
際
の
作
業
で
は
、
形
状

が
複
雑
な
も
の
を
鍍
金
す
る
場
合
は
金
ア
マ
ル
ガ
ム
が
平
均
し
て
よ
く
ま
わ
る
よ
う

に
や
や
薄
い（
水
銀
の
割
合
が
多
い
）も
の
、
逆
に
形
状
が
単
純
な
も
の
は
濃
い（
水

銀
の
割
合
が
少
な
い
）
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
る
と
い
う
。
乳
鉢
に
入
れ
た
金
ア
マ
ル

ガ
ム
は
、
傾
け
れ
ば
下
に
薄
い
も
の
、
上
に
濃
い
も
の
が
残
る
。
そ
れ
を
部
位
や
対

象
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
と
い
う
。
ま
た
、
濃
い
も
の
が
必
要
な
場
合
、
木
綿
の
手

拭
い
で
水
銀
を
絞
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
所
定
の
分
量
比
で
金
と
水
銀

を
混
和
し
て
も
、
実
作
業
と
い
う
局
面
で
は
濃
い
も
の
と
薄
い
も
の
を
選
択
的
に
用

い
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。

ほ
か
の
分
量
比
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。
金
一
に
対
し
水
銀
五
で
は
薄
く
、「
ち
ょ
っ

と
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
」
と
い
う
表
現
を
使
わ
れ
て
い
た
。
金
一
に
対
し
、
水
銀
一
で
は

か
な
り
濃
く
、
実
際
に
作
業
す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
、
と
明
言
さ
れ
た
。
銅
板
な
ど

の
う
え
に
ア
マ
ル
ガ
ム
を
の
せ
て
広
げ
る
と
き
、
馬
毛
ブ
ラ
シ
を
用
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、一
対
一
の
分
量
比
で
は
伸
ば
す
際
に
ブ
ラ
シ
の
痕
が
残
っ
て
し
ま
い
、

き
れ
い
な
鍍
金
層
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
た
鍍
金
は
、
箔
鍍
金
と
同
じ
銅
板
で
行
わ
れ
た
。
面
の
部

分
は
箔
鍍
金
を
施
し
、
猪
目
透
か
し
や
小
口
の
部
分
は
箔
が
入
り
に
く
い
の
で
、
そ

こ
だ
け
ア
マ
ル
ガ
ム
を
施
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
乳
鉢
を
傾
け
て
鉄
釘
の
よ
う
な

形
状
の
箆
で
ア
マ
ル
ガ
ム
を
掬
い
、
透
か
し
や
小
口
に
塗
っ
た
。
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金

写真3　乳鉢の中の金アマルガム
201（年12月（日 筆者撮影
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の
場
合
、
ア
マ
ル
ガ
ム
の
塗
布
は
一
回
で
済
ま
せ
る
と
い
う
。

文
化
庁
の
選
定
保
存
技
術
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
る
森
本
安
之
助
氏
よ
り
、

金
ア
マ
ル
ガ
ム
に
よ
る
鍍
金
の
作
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
う
か
が
え
た
こ

と
は
得
難
い
機
会
で
あ
っ
た
。
古
代
の
鍍
金
技
法
を
考
え
る
本
研
究
の
問
題
関
心

に
即
し
て
い
え
ば
、
次
の
二
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
内
匠
式
の
解
釈

か
ら
導
き
出
し
た
金
一
に
対
し
水
銀
一
と
い
う
滅
金（
ア
マ
ル
ガ
ム
）の
分
量
比
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
こ
と
。
二
つ
め
は
、
鍍
金
す
る
金
物
の
部
位
や
形
状
に

よ
っ
て
、
ア
マ
ル
ガ
ム
の
濃
度
を
そ
の
都
度
調
整
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
二
点
で
あ
る
。

4
竜
首
水
瓶
の
鍍
金

本
章
の
最
後
に
、
古
代
に
製
作
さ
れ
た
実
際
の
製
品
か
ら
も
、
鍍
金
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
鍍
金
と
鍍
銀
に
つ
い
て

科
学
的
な
調
査
が
な
さ
れ
た
「
竜
首
水
瓶
」〔
国
宝
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
〈
法
隆

寺
献
納
宝
物
〉〕
で
あ
る
（
写
真
４
）。
全
高
四
九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
径

一
八
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
注
ぎ
口
を
竜
頭
に
、
把
手
を
竜
身
に
か
た
ど
り
、

胴
部
に
天
馬
（
ペ
ガ
サ
ス
）
を
線
彫
で
表
す
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
を
代
表
す
る
名

品
で
あ
る
（
11
（

。

材
質
は
、
か
つ
て
は
銀
製
と
さ
れ
て
き
た
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
に
よ
る
化
学

組
成
の
調
査
に
よ
り
、
鋳
銅
製
で
鍍
金
と
鍍
銀
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
銅
全
体
に
ま
ず
鍍
金
を
施
し
、
そ
の
上
に
全
体
に
鍍
銀
を
施
す
。
さ
ら

に
天
馬
や
竜
、
紐
帯
の
上
に
再
び
鍍
金
を
施
す
と
い
う
手
の
込
ん
だ
工
程
を
経
て

作
ら
れ
て
い
る
。
鍍
金
し
た
上
に
鍍
銀
を
施
す
こ
と
は
内
匠
式
11
条
の
肱
金
に
同

じ
で
あ
る
。
銅
に
直
接
鍍
銀
し
よ
う
と
す
る
と
、
銀
が
の
り
に
く
い
た
め
、
こ
う

し
た
方
法
が
と
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
11
（

。

注
目
す
べ
き
は
、
科
学
的
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
鍍
金
層
・
鍍
銀
層

の
厚
さ
で
あ
る
。
部
位
に
よ
っ
て
鍍
金
・
鍍
銀
の
層
の
厚
さ
に
違
い
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
注
口
部
先
端
や
把
手
の
部
分
は
層
が
薄
く
、
水
瓶
の
胴
中
央

で
厚
い
と
い
う
。
特
に
こ
の
水
瓶
の
最
も
目
立
つ
天
馬
の
部
分
は
、
金
の
下
地
層
の

上
に
中
間
層
と
し
て
銀
の
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
表
面
の
鍍
金
層
が
あ
る
が
、
表
面
の

金
が
か
な
り
厚
く
鍍
金
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

『
延
喜
式
』
で
は
、
鍍
金
の
た
め
に
見
積
も
ら
れ
た
分
量
は
定
め
る
が
、
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
塗
る
の
か
は
書
か
れ
な
い
。現
代
の
工
業
製
品
を
見
慣
れ
た
眼
か
ら
は
、

鍍
金
層
が
均
一
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
い
が
、
鍍
金
の
施
工
に
は
、

部
位
や
製
品
に
よ
っ
て
意
識
的
に
厚
さ
を
も
た
せ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
竜
首
水

瓶
は
示
し
て
く
れ
る
。
鍍
金
層
に
厚
さ
を
も
た
せ
る
に
は
、
ア
マ
ル
ガ
ム
の
金
の
分

量
比
を
高
め
、
塗
る
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
行
う
の
で
あ
ろ
う
。

森
本
安
之
助
氏
よ
り
う
か
が
っ
た
よ
う
に
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
る
工
程
で
は
、

金
・
水
銀
の
分
量
比
の
調
節
を
そ
の
都
度
行
っ
て
い
る
。
古
代
の
工
人
た
ち
も
、
工

芸
品
な
ど
の
鍍
金
作
業
で
は
部
位
や
製
品
に
よ
っ
て
濃
度
を
調
節
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
も
、『
延
喜
式
』
に
お
け
る
滅
金
と
水
銀
の
理
解
の
鍵
に
な
る
と

み
て
い
る
。

❸
鍍
金
と
『
延
喜
式
』

1
内
匠
式
の
再
検
討

近
世
の
技
術
書
や
現
代
の
錺
金
具
製
作
に
関
す
る
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、

お
よ
そ
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
の
分
量

比
が
金
一
に
対
し
水
銀
一
で
は
器
物
に
塗
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
に
、
金
ア

マ
ル
ガ
ム
は
鍍
金
す
る
器
物
の
部
位
や
形
状
に
よ
っ
て
濃
度
を
調
整
し
な
が
ら
塗
ら

れ
、
意
図
的
に
鍍
金
層
を
厚
く
す
る
こ
と
が
あ
る
。
第
三
に
、
水
銀
は
金
と
混
和
し

て
ア
マ
ル
ガ
ム
を
生
成
す
る
ほ
か
に
、
梅
酢
な
ど
に
混
ぜ
て
器
物
の
表
面
に
あ
ら
か

じ
め
着
け
る
と
い
う
用
途
が
あ
る
。
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特
に
右
の
第
一
点
目
は
、『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式
』
で
示
し
た
理
解
の
根
本
的

な
修
正
を
迫
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、内
匠
式
の
滅
金
と
し
て
示
さ
れ
る
分
量
は
、

そ
の
下
に
続
く
水
銀
を
含
む
も
の
で
、
滅
金
か
ら
水
銀
の
分
量
を
減
じ
た
も
の
が
金

の
分
量
で
あ
る
と
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
た
。
内
匠
式
11
条
の
肱
金
の
鍍
金
に
つ
い

て
、
右
の
理
解
を
模
式
的
に
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

金
Ｘ
（
二
五
両
）
＋
水
銀
二
五
両
＝
滅
金
五
〇
両

こ
う
し
た
解
釈
か
ら
、
11
条
で
は
肱
金
を
鍍
金
す
る
の
に
、
金
と
水
銀
の
分
量
比

を
一
対
一
と
し
て
定
め
た
と
解
し
た
。
同
じ
よ
う
に
滅
金
が
水
銀
の
倍
の
量
で
示

さ
れ
る
の
は
、
続
く
12
条
か
ら
32
条
ま
で
、
内
匠
式
に
多
く
認
め
ら
れ
る
（
表
１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
よ
う
な
滅
金
と
水
銀
の
理
解
が
奈
良
時
代
の
帳
簿
、
近
世
の

技
術
書
、
そ
し
て
現
代
の
錺
金
具
製
作
で
の
調
査
所
見
、
い
ず
れ
と
も
矛
盾
す
る
と

な
る
と
、
こ
の
式
文
の
理
解
は
も
は
や
成
り
立
た
な
い
。

小
林
行
雄
氏
を
は
じ
め
従
前
の
理
解
で
は
、
滅
金
が
金
と
水
銀
を
混
和
し
た
金
ア

マ
ル
ガ
ム
を
意
味
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
滅
金
の
半
分
程
度
の
量
と
な
る
水
銀
を

ど
う
理
解
す
る
か
が
難
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
実
際
に
塗
る
局

面
で
は
濃
度
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
水
銀
が
金
と
混
和
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

「
造
金
堂
所
解
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
と
し
て
梅
酢
に
あ
ら
か

じ
め
混
ぜ
る
技
法
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
匠
式
が
定
め
る
通
り
、
滅
金
と
は
別
に
用

意
さ
れ
る
水
銀
と
解
す
る
余
地
が
で
て
き
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
で
森
本
錺
金
具
製
作
所
の
調
査
に
も

参
加
さ
れ
た
清
武
雄
二
氏
は
、
内
匠
式
の
新
た
な
試
案
を
筆
者
に
提
示
さ
れ
た
。
内

匠
式
の
滅
金
が
森
本
錺
金
具
製
作
所
で
用
い
る
金
一
に
対
し
水
銀
三
の
分
量
比
と
仮

定
す
る
と
、
そ
の
半
分
の
量
の
水
銀
を
計
上
す
る
こ
と
で
、
全
体
に
金
一
に
対
し
て

水
銀
五
の
分
量
比
と
な
る
。
半
分
の
分
量
で
計
上
さ
れ
る
水
銀
は
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム

で
あ
る
滅
金
の
濃
度
調
整
が
で
き
る
よ
う
式
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う

の
が
清
武
氏
の
提
案
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
内
匠
式
11
条
の
肱
金
で
見
て
み
よ
う
。
肱
金
の
鍍
金
に
用
い
る
滅
金

32 32 32 32 31 31 31 31 31 31 31 31 2（ 25 2（ 23 22 21 20 12 11 11 条
文

番
号

四
尺
屏
風

菅
翳

腰
輿

輿 銀
鍋
子

車
榻

捧
壺

大
笠
柄

小
行
障

五
尺
屏
風

几
帳

白
木
斗
帳

厨
子

屏
風

牛
車

腰
車

腰
輿

御
輿

斗
帳

几
帳

年
料
屏
風（
花
形
釘
）

年
料
屏
風
（
肱
金
）

物　

 

品

十
両
二
分

一
両

小
七
両

小
一
斤
十
二
両

小
三
両

四
両

小
一
両
二
分

小
一
両
二
分

小
八
両

十
両
三
分

小
一
両

小
五
両

小
五
両
二
分

小
二
両
二
分

小
二
十
両

小
十
両
三
分

小
一
両
一
分

小
一
斤
十
四
両

小
六
両
二
分

一
両
一
分

五
十
三
両
四
銖

五
十
両 滅　

 

金

五
両
一
分

二
分

小
三
両
二
分

小
十
四
両

　

―
―
―

　

―
―
―

　

―
―
―　

三
分

　

―
―
―

五
両
二
分

二
分

小
二
両
二
分

小
二
両
三
分

小
一
両
一
分

小
八
両

小
三
両
三
分
三
銖

小
二
分
三
銖

小
十
五
両

小
三
両
一
分

二
分

三
十
九
両
三
分
二
銖

二
十
五
両 水 　

銀

２
対
１

２
対
１

２
対
１

２
対
１

２
対
１

約
２
対
１

２
対
１

２
対
１

２
対
１

２
対
１

５
対
２

約
2.（
対
１

２
対
１

２
対
１

２
対
１

５
対
２

約
1.3
対
１

２
対
１

滅
金
・
水
銀

分
量
比

表１　内匠式における滅金と水銀
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五
〇
両
が
一
対
三
の
分
量
比
で
金
と
水
銀
を
混
和
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
金

一
二
両
二
分
、
水
銀
三
七
両
二
分
と
な
る
。
こ
の
水
銀
に
別
に
計
上
さ
れ
て
い
る
水

銀
二
五
両
を
合
わ
せ
る
と
六
二
両
二
分
と
な
り
、
そ
の
比
率
は
金
一
に
対
し
水
銀
五

と
な
る
。
鍍
銀
の
場
合
も
見
て
お
こ
う
。
滅
銀
二
五
両
は
、
一
対
三
の
分
量
比
に
当

て
は
め
る
と
、
銀
六
両
一
分
、
水
銀
一
八
両
三
分
と
な
り
、
こ
れ
に
水
銀
一
八
両
三

分
を
加
え
る
と
、
水
銀
の
合
計
は
三
七
両
二
分
と
な
り
、
銀
一
に
対
し
水
銀
六
の
整

数
比
と
な
る
。

こ
の
理
解
は
、
滅
金
に
つ
い
て
い
え
ば
、
金
一
に
対
し
水
銀
三
と
い
う
分
量
比
で

あ
る
と
い
う
仮
定
に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
自
体
は
内
匠
式
に
定
め
ら

れ
て
い
な
い
。
金
と
水
銀
の
分
量
比
を
示
さ
ず
と
も
、「
滅
金
」
と
記
せ
ば
一
般
に

了
解
で
き
る
標
準
的
な
分
量
比
が
あ
り
、
そ
れ
を
内
匠
式
は
前
提
と
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
用
例
を
踏
ま
え
て
、
検
証
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
確
認
で
き
る
の
は
、『
延
喜
式
』
を
除
く
と
、「
滅
金
」
の
用
例
が
極
め
て
限

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
寺
院
資
財
帳
で
は
、
水
銀
や
練
金
・
沙
金
な
ど
の
金
の
保
有

は
書
か
れ
る
が
、
滅
金
と
し
て
保
有
す
る
分
量
を
記
載
す
る
も
の
は
な
い
。「
造
金

堂
所
解
」
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
森
本
錺
金
具
製
作
所
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
通
常
は
作
業
現
場
で
金
と
水
銀
が
混
和
さ
れ
金
ア
マ
ル
ガ
ム
が
作
ら
れ
る
。

滅
金
と
し
て
数
量
を
明
記
す
る
用
例
が
少
な
い
の
は
、
滅
金
の
状
態
で
調
達
や
保
管

が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。

滅
金
と
し
て
分
量
を
記
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、「
安
都
雄
足
啓
案
」
が
あ
る
（
11
（

。

天
平
宝
字
七
年
に
、
滅
金
二
両
一
分
、
熟
銅
六
両
、
炭
三
斗
、
薪
一
荷
を
「
栄
造
帯

所
借
用
物
」
と
し
て
書
き
上
げ
て
い
る
。「
栄
造
帯
所
」
が
い
か
な
る
機
関
で
あ
る

の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
列
挙
さ
れ
る
物
品
か
ら
す
る
と
、
何
ら
か
の
金
銅
製
品

（
革
帯
を
造
る
所
で
あ
れ
ば
、
飾
り
に
つ
け
る
銙
な
ど
か
）
の
製
造
を
行
う
の
に
必
要

な
一
連
の
物
品
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
金
と
水
銀
で
な
く
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム

で
あ
る
滅
金
の
数
量
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
啓
が
機
能
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
金

と
水
銀
の
標
準
的
な
分
量
比
と
い
う
も
の
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
「
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
」〔『
平
安

遺
文
』
一
九
四
号
〕
で
あ
る
。「
聖
僧
物
」
と
し
て
「
沙
金
五
両
」
を
挙
げ
、
そ
の
分

注
に
「
四
両
斉
衡
二
年
相
博
、
塗
講
堂
花
瓶
十
二
口
料
滅
金
廿
両
代
所
納
」
と
あ
る
。

や
や
意
味
が
取
り
づ
ら
い
が
、
花
瓶
一
二
口
の
鍍
金
に
用
い
る
滅
金
二
〇
両
の
分

と
し
て
、
沙
金
四
両
を
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
に
交
換
入
手
し
た
旨
を
記
す
。
滅
金

二
〇
両
を
作
る
の
に
要
す
る
沙
金
が
四
両
な
の
で
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
は
一
対
四

と
な
る
。
こ
う
し
た
分
量
比
を
認
知
し
た
う
え
で
、
沙
金
を
保
有
し
、
資
財
帳
に
そ

の
旨
を
記
載
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

滅
金
二
〇
両
よ
り
沙
金
四
両
を
差
し
引
い
た
水
銀
分
の
一
六
両
に
は
、
金
ア
マ
ル

ガ
ム
の
濃
度
調
整
や
花
瓶
の
表
面
に
あ
ら
か
じ
め
塗
る
水
銀
の
分
も
見
込
ん
で
い
る

か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
代
に
あ
っ
て
は
、
鍍
金
に

要
す
る
金
と
水
銀
の
標
準
的
な
分
量
比
と
い
う
も
の
が
、
多
少
の
幅
を
含
み
な
が
ら

も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

内
匠
式
の
規
定
も
、
右
の
よ
う
に
共
有
さ
れ
て
い
た
滅
金
の
分
量
比
を
前
提
に
式

条
が
立
て
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
式
文
で
は
そ
れ
が
金
一
に
対
し
水
銀
三
で
あ
る

こ
と
は
直
接
示
さ
れ
な
い
が
、
下
文
の
水
銀
を
含
め
る
と
一
対
五
の
整
数
比
と
な
る

こ
と
は
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
清
武
氏
の
試
案
は
首
肯
さ
れ
る
。
次
節
で
は
内
匠
式

ば
か
り
で
な
く
、『
延
喜
式
』
全
体
に
広
げ
、
鍍
金
に
関
す
る
内
匠
式
の
料
物
規
定

の
式
意
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

2
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
鍍
金
の
料
物

内
匠
式
11
条
の
よ
う
に
、
滅
金
と
水
銀
で
も
っ
て
鍍
金
の
料
物
を
定
め
る
こ
と

は
、
一
部
に
水
銀
の
規
定
を
欠
く
条
文
も
あ
る
も
の
の
、
内
匠
式
に
お
い
て
お
よ
そ

共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
延
喜
式
』
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ
が
内
匠
式

特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
匠
式
以
外
で
は
、
鍍
金
の
料
物
を
練
金
と

水
銀
で
示
す
も
の
と
、
滅
金
の
み
で
示
す
も
の
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。

練
金
と
水
銀
の
分
量
で
示
す
も
の
で
は
、
斎
宮
式
（3
造
備
雑
物
条
、
木
工
式
2（
年
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料
条
、
兵
庫
式
21
大
祓
横
刀
条
な
ど
が
あ
る
。
斎
宮
式
（3
条
は
、
最
初
に
製
作
す

る
物
品
を
列
挙
し
、
そ
の
料
物
を
ま
と
め
て
記
す
な
か
に
「
錬
金
小
十
一
両
一
分

二
銖
、
銀
大
五
斤
十
一
両
、
水
銀
小
五
斤
三
両
」
を
挙
げ
る
。
用
途
を
特
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
製
作
物
に
は
輿
や
腰
輿
が
見
え
る
。

木
工
式
2（
条
は
、
年
料
と
し
て
宮
内
省
よ
り
請
け
る
も
の
と
し
て
、「
練
金
一

両
、
銀
一
両
、
水
銀
一
両
」
が
あ
る
。
用
途
は
示
さ
れ
な
い
が
、「
熟
銅
四
斤
八

両
二
分
三
銖
」
が
「
作
二
大
祓
刀
一
料
」
と
あ
る
の
で
、
少
量
の
金
ア
マ
ル
ガ
ム

を
作
っ
て
大
祓
の
刀
を
部
分
的
に
鍍
金
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
単
位
が

正
し
け
れ
ば
、
練
金
と
水
銀
の
分
量
は
一
対
一
で
あ
る
。
練
金
の
全
て
を
金
ア
マ

ル
ガ
ム
と
す
る
の
か
、
一
部
を
別
の
用
途
に
ま
わ
す
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
兵
庫

式
21
条
で
は
、「
二
季
大
祓
横
刀
八
口
」
の
う
ち
二
口
は
「
金
装
」
で
、
そ
の
料

物
と
し
て
「
練
金
一
分
、
銀
一
両
、
水
銀
一
両
」
が
あ
る
。
金
装
ゆ
え
、
練
金
と

水
銀
で
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
り
、
鍍
金
に
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
分
量
比
は

金
一
に
対
し
、
水
銀
四
と
な
る
（
11
（

。

こ
れ
に
対
し
、
鍍
金
の
料
物
を
滅
金
の
み
で
示
し
、
水
銀
を
規
定
し
な
い
条
文

も
あ
る
。
伊
勢
大
神
宮
式
2（
調
度
条
、
同
式
2（
神
宝
条
、
左
右
馬
式
（3
女
鞍
料
条

で
あ
る
。
伊
勢
大
神
宮
式
2（
条
は
、
神
宮
宮
殿
を
飾
る
釘
や
鎹
な
ど
の
金
属
製
品

に
つ
い
て
の
規
定
で
、
料
物
と
し
て
熟
銅
、
半
熟
、
滅
金
、
銀
を
挙
げ
る
。
伊
勢

大
神
宮
式
2（
条
は
、
二
一
種
の
神
宝
と
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
製
造
に
要
す
る
料
物

と
し
て
熟
銅
、
半
熟
、
滅
金
、
金
、
銀
な
ど
を
挙
げ
る
が
、
水
銀
は
見
え
な
い
。

左
右
馬
式
（3
条
は
、
女
鞍
の
製
作
に
要
す
る
物
品
の
な
か
に
「
熟
銅
大
三
両
三
分

二
銖
」
と
「
滅
金
大
一
銖
七
分
之
五
」
を
挙
げ
る
が
、
水
銀
は
見
え
な
い
。
製
作

に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
を
も
と
に
物
品
の
請
求
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
滅
金
の
総
量
を
示
す
こ
と
で
式
と
し
て
は
機
能
し
え
た
の
だ
ろ
う
。
滅
金
と

記
せ
ば
、
一
般
に
了
解
で
き
る
標
準
的
な
数
量
比
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
も
伝
え

て
い
る
。

鍍
金
の
料
物
を
挙
げ
る
『
延
喜
式
』
の
条
文
は
管
見
の
限
り
以
上
で
あ
る
が
、

内
匠
式
と
同
じ
よ
う
に
滅
金
と
水
銀
の
分
量
を
定
め
る
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
、
鍍

金
を
多
く
手
が
け
る
内
匠
寮
特
有
の
規
定
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
か
ら
、
鍍
金
の
工
程
に
は
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
る
の
に
先
立
ち
、
梅
酢
で
器

物
を
清
浄
に
す
る
際
に
も
水
銀
を
使
用
し
、
さ
ら
に
対
象
や
部
位
に
よ
り
ア
マ
ル
ガ

ム
の
濃
度
を
調
節
し
て
鍍
金
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
作

業
を
恒
常
的
に
行
う
内
匠
寮
で
は
、
式
文
が
日
々
の
製
造
・
加
工
を
支
え
る
物
品
請

求
手
続
き
の
根
拠
と
な
り
、
ま
た
基
準
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
実
際
の

作
業
工
程
に
即
し
て
、
水
銀
の
分
量
を
調
節
で
き
る
よ
う
式
文
が
立
て
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
、
内
匠
式
11
条
に
立
ち
戻
っ
て
み
よ
う
。「
水
銀

八
十
三
両
二
分
二
銖
」
の
分
注
は
、
①
「
廿
五
両
塗
二
肱
金
一
料
」、
②
「
卅
九
両
三

分
二
銖
塗
レ
釘
料
」、
③
「
十
八
両
三
分
合
レ
銀
滅
料
」
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。
①
②

は
「
塗
る
」
と
あ
る
の
で
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
塗
る
際
に
必
要
に
応
じ
て
濃
度
調
節

に
用
い
、
ま
た
酢
の
中
に
混
ぜ
て
器
物
に
塗
る
の
に
用
い
る
こ
と
を
含
意
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
③
「
合
レ
銀
滅
料
」
も
そ
の
用
途
は
同
じ
な
が
ら
、
滅
銀
の
用
途
が
「
鏤

む
る
料
」
の
た
め
、
①
②
の
よ
う
に
「
塗
る
料
」
と
は
書
け
な
い
こ
と
か
ら
、
鍍
銀

に
用
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
「
合
レ
銀
滅
料
」
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

実
際
の
鍍
金
作
業
で
濃
度
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
の
仏
像
や

仏
具
の
製
作
で
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
文
字
と
し
て
は
残
り
に

く
い
。
先
に
検
討
を
加
え
た
「
造
金
堂
所
解
」
や
「
造
仏
所
作
物
帳
」
は
、
造
営
工

事
の
事
業
報
告
書
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
原
材
料
を
ど
れ
ほ
ど
使
用
し
た
か
を
記

録
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
。
東
大
寺
大
仏
の
鍍
金
の
記
録
も
、
銅
や
練
金
、

水
銀
の
量
を
記
す
こ
と
で
そ
の
事
業
の
壮
大
さ
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
い
ず
れ
も

重
要
な
の
は
個
々
の
材
料
の
使
用
量
の
記
録
で
あ
り
、
官
司
運
営
に
必
要
な
細
則
を

定
め
た
『
延
喜
式
』
と
は
も
と
よ
り
そ
の
性
格
・
機
能
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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結
び
に
か
え
て

先
駆
的
な
小
林
行
雄
氏
の
研
究
以
来
、
明
快
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
内

匠
式
の
鍍
金
の
料
物
規
定
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
内
匠
式
で
は
滅
金
と
水
銀
で

も
っ
て
鍍
金
の
料
物
を
規
定
す
る
が
、
滅
金
は
金
と
水
銀
を
混
和
し
た
金
ア
マ
ル
ガ

ム
を
指
し
、
そ
の
分
量
比
は
一
対
三
と
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に

続
く
水
銀
は
「
酸
苗
を
着
け
る
料
」
と
し
て
梅
酢
な
ど
で
器
物
を
清
浄
に
す
る
際
に

混
ぜ
、
ま
た
対
象
や
部
位
に
よ
り
ア
マ
ル
ガ
ム
の
濃
度
を
調
節
す
る
の
に
用
い
る
も

の
と
し
て
、
式
が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
解
し
た
。
鍍
金
の
料
物
を
挙
げ
る
内
匠
式
の

多
く
の
条
文
で
は
、
水
銀
が
滅
金
の
半
分
の
量
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
に
金
と
水
銀

が
一
対
五
の
分
量
比
と
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
量
比
は
、
奈
良
時
代

の
寺
院
造
営
や
東
大
寺
大
仏
の
鍍
金
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な

滅
金
と
水
銀
に
よ
る
料
物
規
定
は
内
匠
式
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
作
業
工
程

に
即
し
て
式
文
を
定
立
し
た
こ
と
に
よ
る
と
評
価
で
き
る
。

右
の
よ
う
な
内
匠
式
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
内
匠
寮
が
各
種
製
品
の
製
造
・
加
工

を
恒
常
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
こ
う
し
た
規
定

は
『
延
喜
式
』
全
体
に
は
及
ば
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

は
、『
延
喜
式
』
が
諸
司
式
と
い
う
体
裁
を
と
る
こ
と
に
の
み
還
元
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
本
質
的
に
は
官
司
ご
と
に
予
算
が
申
請
さ
れ
る
こ
と
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
支
度
書
」
に
集
計
さ
れ
る
個
々
の
事
業
ご
と
の
予
算
申
請
書
が
、
式
の

料
物
功
程
規
定
の
淵
源
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
（
1（
（

。
予
算
申
請
書
が
式
文

と
な
る
に
は
、
造
式
と
い
う
作
業
を
経
て
い
る
の
で
あ
り
、
立
法
作
業
と
い
う
局
面

に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
鍍
金
や
鍍
銀
は
、
原
料
で
あ
る
金
や
銀
、
水
銀
な
ど

が
官
司
機
構
の
な
か
で
確
保
さ
れ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
寺
院
資
財
帳

を
通
覧
す
る
と
、
練
金
や
沙
金
、
銀
、
水
銀
を
寺
院
が
相
応
の
分
量
保
有
し
て
い
る

（
1
）
堀
部
猛
「
織
部
司
臨
時
所
と
内
蔵
寮
」〔
『
史
境
』
五
九
、　

二
〇
〇
九
年
〕。

（
2
）
小
林
行
雄
『
古
代
の
技
術
』『
続
古
代
の
技
術
』〔
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
、
一
九
六
四
年
〕。

（
3
）
『
延
喜
式
』
の
条
文
番
号
と
条
文
名
は
、虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』
に
拠
る
。

（
（
）
小
林
行
雄
前
掲
註
（
２
）『
古
代
の
技
術
』
第
Ⅴ
章
「
五 

鍍
金
鍍
銀
」〔
二
〇
六
～
二
一
四

頁
〕。
以
下
、
小
林
氏
の
所
説
と
し
て
引
用
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
を
指
す
。

（
5
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
四
巻
一
六
〇
頁
。

（
（
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
大
同
四
年
八
月
二
十
八
日
太
政
官
符
。

（
（
）
西
川
明
彦
『
正
倉
院
宝
物
の
装
飾
技
法
』〔
日
本
の
美
術
四
八
六
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
〕。

（
（
）
古
代
の
鍍
金
に
つ
い
て
は
、
小
林
行
雄
氏
の
ほ
か
、
杉
山
晋
作
「
金
銅
製
品
の
製
作
技
術
」

〔『
古
墳
時
代
の
研
究
』
五
、
雄
山
閣
、
一
九
九
一
年
〕、
村
上
隆
『
金
工
技
術
』〔
日
本
の
美

術
四
四
三
、　

至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
〕、
村
上
隆
『
金
・
銀
・
銅
の
日
本
史
』〔
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
〕
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
（
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
十
六
巻
二
五
七
頁
。

（
10
）
「
造
金
堂
所
」
が
造
営
工
事
を
担
っ
た
金
堂
に
つ
い
て
は
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
と

す
る
説
と
法
華
寺
金
堂
と
す
る
二
つ
の
説
が
あ
る
。
造
金
堂
所
関
連
史
料
に
つ
い
て
は
、
風

間
亜
紀
子
「
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
法
華
寺
金
堂
の
造
営
」〔『
正
倉
院
文
書
研
究
』
九
、 

二
〇
〇
三
年
〕
を
参
照
し
た
。

（
11
）
同
じ
造
営
事
業
で
作
成
さ
れ
た
別
の
「
造
金
堂
所
解
」
で
は
、「
水
銀
七
十
斤
六
両
」
を
「
七

貫
二
百
七
文
」
で
購
入
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〔『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
十
六
巻 

三
〇
一
頁
〕。「
水
銀
七
十
斤
六
両
」は
一
一
二
六
両
で
あ
り
、「
請
け
た
る
水
銀
」
の
総
量
と
合

致
す
る
。

（
12
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
一
巻
五
五
四
頁
。

（
13
）
「
充
内
匠
寮
物
」
に
つ
い
て
は
、
造
仏
所
か
ら
内
匠
寮
へ
資
材
供
給
し
た
も
の
と
い
う
理
解

註 こ
と
も
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
鍍
金
が
当
初
馬
具
や
装
身
具
な
ど
に

施
さ
れ
、
さ
ら
に
寺
院
造
営
の
急
速
な
拡
大
の
な
か
で
量
的
に
も
増
大
し
て
い
っ
た

こ
と
と
深
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
王
族
や
豪
族
、
そ
し
て
国
家
機
構
が
、
威
信
財
で

あ
り
、
富
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
金
・
銀
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
っ
た
の
か
、

ま
た
製
品
化
を
実
現
す
る
工
人
を
ど
の
よ
う
に
編
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
古
墳
時
代

以
降
の
時
間
軸
の
な
か
で
丁
寧
の
辿
る
こ
と
も
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。
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が
十
川
陽
一
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
（「
内
匠
寮
に
つ
い
て
」〔『
日
本
古
代
の
国
家
と
造

営
事
業
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
は
二
〇
〇
八
年
〕）。
当
該
部
分
に
記
さ
れ
る
用

途
は
、
練
金
が
「
経
蔵
高
座
隅
銅
等
塗
料
」、
銅
が
「
経
蔵
高
座
錫
杖
白
銅
鉢
等
料
」
で
あ
る
。

経
蔵
や
高
座
な
ど
は
同
帳
の
他
の
部
分
で
も
散
見
し
、
そ
の
製
作
を
造
仏
所
が
行
っ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
造
仏
所
で
様
々
な
技
術
分
野
の
製
造
・
加
工
が
こ
の
と
き
行
わ
れ
て
い
る

以
上
、「
隅
銅
」
な
ど
一
部
の
部
品
を
内
匠
寮
に
い
わ
ば
委
託
発
注
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
う

と
い
う
の
は
聊
か
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
仮
に
内
匠
寮
に
製
造
を
委
託
し
た
と
す
れ
ば
、
他
の
原

材
料
と
同
様
に
そ
の
使
途
を
明
記
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
仁
藤
敦
史
「
公
印
鋳

造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て
」〔『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
九
、
一
九
九
九
年
〕
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
充
内
匠
寮
物
」
と
し
て
示
さ
れ
る
練
金
・
水
銀
・
銅
・
膠
は
内
匠
寮
が

も
と
も
と
保
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
物
品
を
内
匠
寮
か
ら
提
供
さ
れ
た
造
仏
所

が
そ
の
使
途
を
記
録
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

（
1（
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
で
は
、
こ
の
部
分
を
「
金
蔵
塗
料
」
と
翻
刻
す
る
が
、『
正
倉

院
古
文
書
影
印
集
成
六
』〔
八
木
書
店
、 

一
九
九
三
年
、
九
九
頁
〕
で
写
真
版
を
確
認
の
う
え
、

断
簡
配
列
の
復
原
も
行
っ
て
い
る
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
西
金
堂
の
造
営
」

〔『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
桑
名
文
星
堂
、
一
九
四
三
年
〕
の
成
果
に
拠
っ
た
。

（
15
）
村
上
隆
前
掲
註（
（
）『
金
・
銀
・
銅
の
日
本
史
』（
2（
頁
）
は
、「
水
銀
に
金
を
近
づ
け
る
と
、

す
っ
と
溶
け
込
ん
だ
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
。
私
も
、
初
め
て
実
験
し
た
と
き
に
、
本
当
に
驚

い
た
。
ま
さ
に
、「
滅
金
」。
こ
れ
が
、「
め
っ
き
」
の
語
源
で
は
な
い
か
と
、
信
じ
た
く
な
る

ほ
ど
で
あ
る
」
と
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
作
る
際
の
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、「
滅
金
」
が

メ
ッ
キ
の
語
源
で
あ
る
こ
と
は
、
高
濱
二
郎
『
メ
ッ
キ
語
源
考
』〔
鍍
金
研
究
所
、
一
九
五
七

年
〕
が
史
料
を
博
捜
し
て
論
じ
て
い
る
。　

（
1（
）
『
訳
注 

日
本
史
料 

延
喜
式
』
中
巻
の
巻
十
七
内
匠
式
は
、
中
村
光
一
氏
と
堀
部
が
註
釈
を

担
当
し
た
が
、
11
条
の
頭
注
・
補
注
は
堀
部
が
執
筆
し
た
。

（
1（
）
「
塗
レ
釘
料
」
の
水
銀
は
、
現
行
の
校
訂
本
で
は
い
ず
れ
も
「
三
十
九
両
三
分
二
銖
」と
あ
る

が
、
仮
に
「
二
銖
」
で
な
く
「
三
銖
」
で
あ
れ
ば
、
金
と
水
銀
の
分
量
比
は
一
対
三
の
整
数
比

と
な
る
。『
訳
注
日
本
史
料 

延
喜
式
』
中
巻
、
校
異
補
注
（
一
〇
八
六
頁
）
参
照
。

（
1（
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
一
巻
五
七
六
頁
。

（
1（
）
「
双
倉
北
雑
物
出
用
帳
」〔『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
四
巻
一
八
七
頁
〕。
こ
の
沙
金
の
出

用
は
、
同
天
平
勝
宝
九
歳
正
月
十
八
日
付
け
で
造
東
大
寺
司
か
ら
出
さ
れ
た
申
請
〔「
造
東
寺

司
沙
金
奉
請
文
」（『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
十
三
巻
二
〇
七
頁
）〕
に
基
づ
く
も
の
で
、
同

月
二
十
一
日
に
下
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
20
）
『
萬
寶
玉
手
箱
』
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
〔
請
求
番
号50（

―su（（

〕
を
閲
覧
、

翻
刻
し
た
。

（
21
）
荒
木
宏
ほ
か
『
技
術
者
の
み
た
奈
良
と
鎌
倉
の
大
仏
』〔
有
隣
堂
出
版
、
一
九
五
九
年
〕。
本

書
は
四
名
の
共
著
で
あ
る
が
、「
塗
金
実
験
」
の
成
果
を
紹
介
す
る
第
四
章
二
節
「
大
仏
塗
金

の
研
究
」（
一
一
二
～
一
一
九
頁
）
は
、「
著
者
代
表
」
で
も
あ
る
荒
木
宏
氏
の
執
筆
で
あ
る
。

（
22
）
（
3
）お
よ
び（
（
）に
み
え
る
「
大
仏
の
分
析
資
料
の
残
片
」
と
は
、
筆
者
ら
が
「
古
代
鋳

物
の
研
究
資
料
」
と
し
て
大
仏
体
内
か
ら
採
取
し
た
十
四
個
の
小
片
を
指
す
。
昭
和
三
二
年
八

月
一
九
日
、
大
仏
の
御
身
拭
の
際
に
仏
体
内
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
、「
関
係
の
人
々
の
諒
解

の
も
と
に
、
仏
体
に
疵
を
つ
け
な
い
程
度
の
小
片
を
頂
く
こ
と
に
し
た
」
と
経
緯
を
記
す
。
採

取
し
た
資
料
は
、
化
学
分
析
な
ど
が
行
わ
れ
、
分
析
結
果
が
採
取
部
位
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
「
ア
マ
ル
ガ
ム
塗
金
実
験
」
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
資
料
番
号
七
と
九
で
あ

る
。
前
掲
註
（
21
）
書
、
八
九
～
九
六
頁
参
照
。

（
23
）
筆
者
は
、「
滅
金
・
水
銀
考
―
内
匠
式
の
鍍
金
規
定
―
」〔
二
〇
一
五
年
七
月
四
日
・
法
政
大

学
〕、
「
延
喜
内
匠
式
に
み
る
金
銀
加
飾
技
法
」〔
二
〇
一
六
年
七
月
一
五
日
・
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
〕
と
口
頭
報
告
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
も
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
に
正
倉
院
事
務

所
で
開
催
さ
れ
た
第
８
回
研
究
会
で
の
口
頭
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
2（
）
「
水
銀
箔
焼
付
鍍
金
」
と
い
う
呼
称
と
技
法
の
解
説
は
、
森
本
錺
金
具
製
作
所
発
行
の
『
錺

金
具　

選
定
保
存
技
術
保
持
者 

森
本
安
之
助
』〔
二
〇
〇
六
年
〕
に
拠
っ
た
。

（
25
）
二
〇
一
八
年
二
月
二
八
日
に
口
頭
報
告
を
行
っ
た
際
、
金
箔
を
用
い
た
鍍
金
（
箔
鍍
金
）
が

古
代
ま
で
遡
る
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
が
あ
る
こ
と
を
、
諫
早
直
人
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
一
つ
は
香
取
忠
彦
氏
が
執
筆
さ
れ
た
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
』〔
一
九
八
五
年
〕
の
項
目

「
鍍
金
」
で
、「
平
安
時
代
以
降
に
は
、
素
地
の
表
面
に
水
銀
を
塗
り
、
金
箔
を
は
っ
て
箔
を
焼

き
付
け
る
技
法
も
あ
ら
わ
れ
た
」
と
す
る
。
ま
た
、
塚
本
敏
夫
「
金
銅
・
ガ
ラ
ス
装
飾
」〔『
古

墳
時
代
の
考
古
学
５
時
代
を
支
え
た
生
産
と
技
術
』
同
成
社
、
二
〇
一
二
年
〕
は
、
六
世
紀
後

半
以
降
に
お
け
る
金
銅
技
術
の
革
新
の
一
環
と
し
て
箔
鍍
金
の
技
術
が
確
立
さ
れ
た
可
能
性
を

指
摘
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
扱
う
『
延
喜
式
』
そ
の
他
の
文
献
史
料
か
ら
、
箔
鍍
金

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
奈
良
時
代
の「
造
仏
所
作
物
帳
」や「
造

金
堂
所
解
」
に
は
金
箔
（「
金
薄
」）
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
鍍
金
に
用
い
ら
れ
た
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
本
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
鍍
金
は
「
金
を
塗
る
」
と
表
現
さ
れ
、
料
物
と
し
て

練
金
と
水
銀
が
記
さ
れ
る
。
内
匠
式
25
屏
風
条
に
も
料
物
に
「
金
薄
卅
枚
」
が
あ
る
が
、
朱
沙

や
金
青
な
ど
の
絵
具
類
に
続
け
て
挙
げ
ら
れ
、
墨
、
膠
と
続
く
。
こ
こ
で
の
金
薄
は
、
屏
風
の

画
面
に
貼
る
の
に
用
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
条
に
は
、
別
に
「
滅
金
小
二
両
二
分
、
水
銀
小

一
両
一
分
」
が
、
肱
金
と
釘
に
用
い
る
銅
に
続
け
て
見
え
る
。
こ
の
条
文
か
ら
は
、
鍍
金
が
箔

鍍
金
で
は
な
く
、
金
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
明
快
で
あ
る
。
齋
藤
努「
金
め
っ
き

の
技
術
」〔『
歴
博
』
一
六
一
、
二
〇
一
〇
年
〕
に
よ
れ
ば
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
製
品
の
表

面
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
か
箔
鍍
金
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
。
箔
鍍
金
が
い
つ
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
個
々
の
製
品
の
科
学
的

な
分
析
に
依
る
部
分
が
大
き
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
2（
）
森
本
錺
金
具
製
作
所
で
の
聞
き
取
り
と
実
演
の
見
学
は
当
日
の
調
査
参
加
者
全
員
で
行
い
、

筆
者
以
外
の
方
が
質
問
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
森
本
安
之
助
氏
が
回
答
さ
れ
た
内
容
も
本
稿
に
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（
土
浦
市
立
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）

は
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
筆
者
の
メ
モ
と
映
像
記
録

を
も
と
に
し
た
が
、
清
武
雄
二
氏
が
ま
と
め
、
提
供
い
た
だ
い
た
現
地
調
査
報
告
も
併
せ
参
照

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
文
責
は
す
べ
て
筆
者
で
あ
る
堀
部
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
く
。

（
2（
）
竜
首
水
瓶
と
そ
の
科
学
的
調
査
に
つ
い
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
宝
物
館
』 

〔
一
九
九
九
年
〕、
お
よ
び
中
野
政
樹
「
法
隆
寺
献
納
宝
物 

竜
首
水
瓶
に
つ
い
て
」、
平
尾
良

光
・
三
浦
定
俊
「
法
隆
寺
献
納
宝
物 

竜
首
水
瓶
の
科
学
的
調
査
」〔
と
も
に『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

四
五
七
、
一
九
八
九
年
〕
に
拠
っ
た
。

（
2（
）
中
野
政
樹
前
掲
註
（
2（
）
論
文
、
西
川
明
彦
前
掲
註（
７
）書
。
森
本
安
之
助
氏
も
銅
に
銀

は
の
り
に
く
い
こ
と
、
鍍
銀
の
層
は
粗
密
が
で
や
す
く
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を
貼
る
と
い
う
よ
り

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
か
ぶ
せ
る
感
覚
で
あ
り
、
鍍
金
を
し
た
う
え
で
鍍
銀
を
施
す
と
安
定
す
る
こ
と

な
ど
を
話
さ
れ
て
い
た
。

（
2（
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
十
六
巻
三
一
七
頁
。

（
30
）
神
祇
令
1（
大
祓
条
に
よ
れ
ば
、
大
祓
は
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
る
。
中
臣

が
御
祓
麻
を
、
東
西
文
部
が
祓
刀
を
天
皇
に
奉
り
、
祓
詞
を
読
む
。
同
条
集
解
古
記
に
は
、「
東

文
部
刀
者
、
作
二
造
兵
司
、一
少
善
之
、
西
文
部
刀
者
、
作
二
鍛
冶
司
、一
少
悪
之
」
と
あ
る
。
東

文
部
が
奉
る
刀
を
作
る
造
兵
司
は
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
に
兵
庫
寮
、
西
文
部
が
奉
る
刀
を
作

る
鍛
冶
司
は
大
同
三
年
に
木
工
寮
に
併
合
さ
れ
る
た
め
、『
延
喜
式
』
で
は
木
工
式
と
兵
庫
式

に
大
祓
の
刀
の
製
作
が
規
定
さ
れ
る
。

（
31
）
二
〇
一五
年
七
月
四
日
に
法
政
大
学
で
開
催
さ
れ
た
本
共
同
研
究
で
の
研
究
会
で
は
、
こ
う
し
た

趣
旨
の
口
頭
報
告
を
行
っ
て
い
る
（「
滅
金
・
水
銀
考
―
内
匠
式
の
鍍
金
規
定
―
」）。

付
記

　
　

株
式
会
社
森
本
錺
金
具
製
作
所
・
森
本
安
之
助
氏
に
は
聞
き
取
り
調
査
な
ら
び
に
実
際
の
鍍
金

作
業
を
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
の
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
、
と
り
わ
け
清
武
雄
二
氏
に
は
こ
の
貴
重
な
調
査
の
機
会
を

作
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
種
々
ご
示
教
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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Gilding and the Bureau of Artisans in Ancient Japan: 
On the Ratio of Gold and Mercury 

HORIBE Takeshi

     Gilding, one the most representative decorative techniques for metals used in ancient Japan, 

consists in the mixture of mercury and gold to produce gold amalgam, which is then applied to the 

surface of copper artifacts. These are heated up to let the mercury evaporate, and finally polished. 

In this paper I have, on the basis of early modern written sources, metallurgical experiments, 

and visits to workshops active in the traditional arts of metal decoration, examined the ratio of 

mercury and gold, and the process of production with regard to regulations for gilding found in the 

seventeenth scroll of the Engishiki (Bureau of Artisans).

     When discussing gilding in ancient Japan, Kobayashi Yukio’s book Kodai no gijutsu 

(Techniques of ancient Japan) can still be considered a classic. In this work, Kobayashi uses not 

only archeological materials, which are his specialty, but also written historical materials, and 

he compares ledgers from the Nara period that mention gilding to the regulations found in the 

“Procedures for the Bureau of Artisans” from the Engishiki. However, he confines himself to raising 

some issues based on his interpretation of the latter without reaching a conclusion. A problem 

in Kobayashi’s analysis is constituted by the fact that while Nara period records indicate that the 

materials used for gilding are gold and mercury, in the “Procedures for the Bureau of Artisans” it 

is written that mercury and mekki 滅 金 should be used. This raises various questions: what does 

mekki refer to? How is mercury used? Why are the regulations on gilding phrased in this way?

     We think it is highly possible that mekki in the “Procedures for the Bureau of Artisans” 

indicates gold amalgam produced mixing one part of gold with three parts of mercury; that 

mercury was mixed with plum vinegar, which was used to remove oil content from the surface of 

containers, in order to make the plum vinegar adhere when the containers were cleaned; and that 

the concentration of mercury in the amalgam was adjusted on the basis of the target object and 

specific part. In many of the articles in the “Procedures for the Bureau of Artisans” that deal with 

gilding, mercury is half the quantity of the amalgam, so that the total ratio of gold to mercury is one 

to five. This ratio is almost identical to the one used in temple construction works during the Nara 

period, and for gilding the great buddha statue at To-daiji. These regulations on mekki and mercury 

are unique to the “Procedures for the Bureau of Artisans”, and it can be said that the text of these  

procedures was shaped by the actual production process.

Key Words:  the Engishiki, the Bureau of Artisans, Gilding, mekki 


